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總 排 泄 腔 ノ 形 態 學 的 發 生 ニ 就 テ

(海 猫 胎 兒 ニ 於 ケ ル 檢 索)

岡山醫科大學解剖學教室胎生學研究室(主 任敷波教授)

坪 井 義 晴

[昭 和16年2月15日 受 稿]

第1章 緒 論

由來 動 物 ノ總 排泄 腔 ニ就 テハ 幾 多 ノ先 人 ニ ョ リ

テ,生 理學 的竝 ニ組 織 學 的所 見 ノ多 ク ガ發 表 セ ラ

レ タ リ.然 ル ニ最 近 數 十年間 ニ到 リ,其 ノ形態 學

的方 面 ノ研 究 ガ頓 ニ其 ノ數 ヲ増 シ,充 棟 モ啻 ナ ラ

ザル 状態 ニ ア リ.就 中 鳥類 總 排泄 腔 ニ就 テモ,其

ノ形態學 的 研究 ハGeoffroy, St. Hillaire (1822),

Baskow (1829), Oven (1835), Martin St. Ange

(1856), Torbes (1877), Gadow (1888)等 ニ ヨ リ

テ相 次 デ成 サ レ,各 自 ノ所 見 ニ ヨ リテ總 排 泄 腔 ヲ

2-3部 分 ニ區 別 シテ論 ゼ ラ レ タ リ.即 チ 鳥類 總排

泄 腔 ノ發 生 學 的研 究 ハGasser (1873), Wencke-

bach (1888)兩 人 ノ胎 生學 的業 績 ヲ以 テ嚆 矢 トナ

ス.其 ノ後Fleischmann (1902)ハUnterhossel ,

Pomayer, Hermuth等 ト有 羊膜 類 ノ總 排 泄 腔 及

ビPhallusニ 就 キ研 究 シテ一 段 ト光彩 ヲ放 チ,其

ノ後 大 澤(1911)ハ 鳥類 ノBursa Fabriciニ 就 キ業

績 ヲ發 表 シ,Boyden (1922)ハ 主 トシ テ總 排 泄腔

ノAnomalienニ 就 テ述 ベ,南 部 ハ 家鳩,七 面 鳥

ニ就 キGadowノ 所 説 ヲ詳 細 ニ檢 討 シ タ リ.猶 ホ

最 近望 月ハ 鳥類 特 ニ家 鳩 ニ於 ケルMuller氏 管 ノ

分化 状 態 ヲ研 究 シ,山 本 ハ 家 鷄 ニ於 ケル總 排 泄腔,

Bursa Fabrici, Phallus及 ビMuller氏 管 ノ分 化

ニ就 テ詳 細 ニ論 ゼ ラ レタ リ.

以上 諸先 輩 ノ研 究 業 績 ヲ通覧 シ テ直 チ ニ感 ゼ ラ

ル ル事 ハ,鳥 類 ノ種 類 ニ依 テ總 排泄 腔 ノ各 部 分 ニ

於 ケル 發 生 過 程,時 期 ヲ異 ニ スル 事 ア ル事 實 ナ リ.

依 テ余 モ亦 鳥類 殊 ニ海 猫 ノ總排 泄 腔 ニ就 テ研 究 ス

ル モ敢 テ徒 爾 ナ ラザ ル事 ヲ信 ジ敷 波 教授 指 導 ノ モ

トニ總 排 泄 腔,Urogenitalgange. Phallus及 ビ

Bursa Fabriciノ 發 生過 程 ヲ追 求 シ タル ヲ以 テ茲

ニ其 ノ全 般 ヲ發表 セ ン トス.但 シ總 排 泄 腔 ノ記 述

ニ當 リテハGadowノ 所 説 ニ從 ヒ,其 ノ他 ノ部 分

ニ於 テハ 余 ノ研 究 結 果 ヲ率 直 ニ記載 シ,私 見 ヲ交

ヘ ズ勉 メテ先 輩 ノ業 績 ヲ尊 重 シ タ リ.

第2章 研 究 材 料 及 ビ 研 究 方 法

本 研 究 ニ當 リテ ハ當 教 室 助 教授 金 津 晴亮 博 士 苦

心 ノ蒐集 ニ カ カル 海猫Larus crassirostrisノ 連

續 切片 ヲ借 用 シ,猶 ホ 不 足 ノ階 梯 ハ 當教 室 所 藏 ノ

海 猫 胎 兒 ヲ使 用 シ タ リ.コ レヲBorax-Carmiuノ

Stuckfarbungヲ 施 シ,所 定 ノ方 法 ヲ經Paraffin

ニ 包 埋 シ,後10-20μ ノ連 續 切片 ヲ作製 セ リ.檢

索 ニ必 要 ナル部 分 ヲEdinger氏 ノ描 寫機 ニ依 リ

テ50-100倍 ニ擴 大描 寫 シ,蝋 板 ニ複 寫 シBorn-

Peter氏 法 ニ從 ヒテ之 ヲ重積 シ,精 密 ナル蝋 板 模

型 ヲ作 製 シ,連 續 切 片 ノ顯 微 鏡 的 觀 察 ノ參 考 トナ

シ,立 體 的 概 念 ヲ得,彼 我 對 照 シ テ研 究 ノ資 トセ

リ.
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第3章 各 階 梯 ニ 於 ケ ル 觀 察

第1階 梯 胎 兒記 號 Nr. 1. 長 徑7.0mm

原 節 數25

胎 兒 ハ項 部 屈 曲 シ テ頭 部 ハ胸 部 ニ向 ヒ,頭 端 ハ

心 原 基 ノ高 サ ニ至 ル.聽 器 ハ聽 胞 ヲ形 成 シテ聽 神

經 節 ノ初 兆 ヲ認 ム.視 器 ハ眼 盃 ヲ形 成 シテ水 晶 體

嚢 ハ既 ニ外 胚 葉 ヲ離 レテ將 ニ眼 否 ニ入 ラ ン ト スル

ガ如 キ形 ヲ呈 シ,中 心 部 ニハ 大 ナル 空隙 ヲ有 ス.

氣 管 枝 ハ既 ニ前 腸 ヨ リ出 デ テ左 右 ニ分枝 シ 僅 ニ尾

方 ニ向 フ.中 腸 ハ未 ダ開放 セ ルモ 後腸,尾 腸 ハ 閉

鎖 シ,肝 原 基 ハ未 ダ細 胞 索 ヲ形 成 セ ズ.原 腎 管 ハ

管 腔 状 ヲ呈 シ テV. Cardinalisノ 腹 内方 ヲ之 ニ

沿 ヒテ尾 方 ニ走 リ,總 排 泄 腔 ノ 高 サ ニ 至 レバ,

Urodaumノ 背 外方 ヨ リ次 第 ニ尾方 ニ至 ル ニ從 ヒ

テ總 排 泄 腔 ノ外 側背 方 ニ向 ヒFig. 1. B.ニ 見 ル ガ

如 ク總 排 泄 腔 壁 ニ接 シテ 旨端 ニ終 ル.

總排 泄 腔 ノ發 生状 態

卵 黄 嚢 ニ開放 セ ル腸 原 墓 ヲ尾方 ニ辿 レバ,軈 テ

閉 鎮 シテ腸 管 ヲ形 成 シ,間 モ ナ クUrodaumノ 頭

端 ニ移行 ス.今 第25原 節 ノ高 サ ニ於 ケル總 排 泄

腔 頭端 ノ横 斷 面 ヲ見 ル ニ,總 排 泄 腔 壁 ノ上皮 ハ重

層 圓柱 上 皮 ヨ リ成 リテ左 右 ニ扁 平 ナ ル 管腔 状 ヲ呈

シ,腹 方 部 ハ右 外 腹方 ニ向 ツ テ僅 ニ膨 出 ス.而 シ

テUrodaumハ 尾 方 ニ至 ル ニ從 ツ テ扁 平 トナ リ,

内腔 ハ狹 長 トナ リテ直 線 状 ヲ呈 シ,更 ニ尾方 ニ至

レバUrodaumノ 腹 側壁 ハ右 側 腹 方 ニ膨 出 シ テ將

來 尿 嚢 ノ發 生母 地 ヲナ ス(Fig. 1. A.).尾 端 ハ再 ビ

狹 小 トナ リ遂 ニ内腔 ヲ消 失 シ充 實 性 トナ リテ尾腸

ニ移 行 ス.尾 腸 ハ 圓形 ノ内腔 ヲ有 スル小 管 状 ヲ呈

シ其 ノ末 端 ハ 索状 ヲナ シNeuroentericalstrang

ノ状 態 ヲ以 テ脊 髓 及 ビ脊 索 ノ組 織 ニ移 行 ス.

Fig. 1. A. 130×
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總排泄腔ノ形態學的發生ニ就テ 159

之 ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニ(Fig. 1. B.)總 排 泄 腔 ハ

其 ノ尖端 ヲ尾方 ニ向 ケ タル,左 右 ノ方 向 ニ扁 平 ナ

ル略 ボ 三角 形 ノ嚢状 ヲナ シ,其 ノ頭 端腹 壁 ニ少 シ

ク右 腹方 ニ向 テ突 出 スル 膨 隆部 ヲ造 ル.コ レ即 チ

尿嚢 原 基 ナ リ.而 シテ其 ノ腹背 徑 ハ 尾方 ニ進 ム ニ

從 ヒ次 第 ニ減 少 シ,遂 ニ尾 端 ニ至 レバ 圓錐 體ヲ ナ

シ テ管 腔 ヲ消失 スル ニ至 ル.此 部 分 ハ 尾腸 ニ シ テ

尾端 ハ脊 索 ノ組 織 ニ接 着 ス.原 腎管 ハ總 排 泄 腔 頭

端 ノ高 サ ニ於 テ ハ,其 ノ背 外 側 ニ位 置 ス レ ドモ,

次 第 ニ尾方 ニ進 ム ニ從 ヒ斜 腹 尾方 ニ走 リ尾腸 ノ頭

方Urodaumノ 末端 ノ高 サ ニ近 ク之 ヲ接 シ盲 管 状

ニ終 止 シ未 ダUrodaumニ 開 口 セズ.

Fig. 1. B.

第2階 梯 胎 兒 記號 Nr. 2. 長 徑6.5mm

原 節數29

胎 兒 ハ項 部 屈 曲 シ テ頭 部 ハ胸 部 ニ向 ヒ「く」字 形

ヲ呈 ス.前 階 梯 ニ比 シ頭 部膨 隆 著 明 トナ ル.聽 胞,

原始 眼 胞 共 ニ前 囘 ヨ リモ 少 シ ク發 育 ノ階 梯 ヲ進 メ

タ リ.胃 及 ビ肝 臟 原基 モ一 段 ト發 育 階梯 ヲ進 メ タ

ル状 態 ニ ア リ.原 腎管 ハ頭 端 ハ 第15原 節 ノ高 サ

ニテ 管腔 ヲ表 ハ シ,殆 ド脊 索 ノ腹 外方 ニ於 テ直線

状 ニ尾方 ニ進 行 ス.

總 排 泄 腔 ノ發 生 状 態

卵 黄 嚢 ニ開放 セ ル 腸 管原 基 ハ第24原 節 ノ高 サ

ニ於 テ閉鎖 シテ管 腔 状 トナ リ其 ノ横 斷 面 ハ 不 正 菱

形ナ リ.ソ レ ヨ リ次 第 ニ尾方 ニ進 ム ニ從 ヒ梨 子状

形 トナ リ,尚 ホ尾方 ニ於 テ ハ腹 背 ノ方 向 ニ存 在 ス

ル直線 状 裂 隙 状 ヲ呈 ス.其 ノ位 置 ハ 第28原 節 ノ

高サ ニ相 當 ス.腸 管腔 形 成 ノ部 ヨ リ約520μ 尾方

ニ於 テハ 其 ノ横 斷面 腹 背 ノ方 向 ニ直 線 状 ヲナ シ管

腔ハ 腹 方 ニ向 テ 急 速 ニ膨 隆 シ テ 模 斷 面棍 棒 状 ト

ナ ル.此 膨 出部 ハ 尿嚢 原基 ニ シ テ,管 腔 ハ 即 チ

Urodaumナ リ.Urodaumハ 尚 ホ 尾方 ニ進 メバ

尿嚢 原 基 消 失 シ テ直 線 状 ノ横 斷 面 ヲ示 シ且又 管 腔

ハ少 シ ク左 右徑 ヲ増 ス.斯 ク シテ總 排 泄 腔 ノ上

1/3ノ高 サ ニ至 レバUrodaumノ 腹 端 ニ於 テ其

ノ上 皮,外 皮 ト融 合 且 移行 シテKloakenmem-

branヲ 形 成 シ,此 物總 排 泄 腔 ノ下1/3ノ 高 サ ニ

迄 及 ブ ヲ見 ル.而 シ テ 第28原 節 ノ附 近 ニ於 ケ

ル 高 サ ノUrodaumlumenハ,其 ノ横 斷 面 背腹

ニ膨 隆 シ テ中 央 ニ於 テ絞 扼 セ ラ レ恰 モ瓢 箪 形 ナ

リ.更 ニ尾方 ニ至 リテ其 ノ横 斷 面 背方 ニ開 ク扇

形 ヲ呈 ス ル ニ至 レバ恰 モ原 腎 管 ハ第29原 節 ノ

高 サ ニ於 テ急 角 度 ニ腹 内方 ニ屈 曲 シテ此 部 ノ背

外 壁 ニ開 口 スル ヲ見 ル(Fig. 2. A.).斯 ク テ原 腎

管 開 口 ス レバUrodaum管 腔急 速 ニ縮 小 シ遂 ニ

消失 シ テ充 實 性 トナ リ尾腸 ニ移 行 ス.尾 腸 ノ終

端 部 ハ所 謂Schwanzknospeト 稱 シ充 實 性 組

織 ナ リ.尾 腸 ノ頭 端 部 トSchwanzknospeト ノ

間 ハ約210μ ノ間 管 腔 ヲ有 ス.

コ レ ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニ(Fig. 2. B.). Urodaum

ハ頭 尾 ニ長 ク左 右 ニ扁 平 ナル嚢 状 ヲナ シ
,背 面 ハ

頭方 ニ於 テ ハ僅 ニ丘 陵 状 ニ膨 隆 ス レ ドモ尾 方 ニ至

ルニ從 ヒ次 第 ニ左 右 ニ膨 隆 シ,背 尾端 ハ最 モ膨 隆

シテ 尿 生殖 竇 ノ母 地 ヲナ シ,此 部 ニ於 テ頭方 ヨ リ

Urodaum背 壁 ニ平 行 シ來 レル原 腎 管 ハ 急 速 ニ直

角ヲ呈 シテ背 外 方 ヨ リ腹 内 方 ニ屈 曲 シ テUrodau

ニ開 口 ス.Urodaumノ 背 尾端 ニ ハ圓 錐 體 状 ノ尾

腸ヲ懸 垂 ス.尾 腸 ハ一 且 退 化 分 離 セ ラ レ,尾 方 ノ
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Fig. 2. A. 70×

Fig. 2. B.

殘 部 ハ 脊 髓 ノ尾 端 ニ脊 髓 脊 索 血 管 ニ ョ リテ構 成 セ

ラル ルSchwanzknospeノ 部 分 ニ蟲 樣 ノ圓 錐 體

状 ヲナ シ テ之 ニ癒 合 ス ル ヲ見 ル.Urodaumノ 頭

腹 端 ニハ 前 階梯 ヨ リ著 シク 頭方 ニ膨 隆 シ タル尿 嚢

管 ノ斷 端 ヲ見 ル.Urodaumノ 腹 壁 中 央2/3ノ 部

ニ於 テ ハKloakenmembranヲ 形 成 シ,其 ノ尾

端 ハSchwanzknospeノ 組 織 ニ移 行 ス.
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第3階 梯

第1例 胎 兒記 號 Nr. 5. 長 徑7.5mm

原 節數38

胎 兒 ハ半 圓状 ニ彎 曲 シ頭 部膨 隆 前 者 ヨ リ著 シ.

聽 胞 ハ倍 々大 トナ リ,眼 胞 ハ前 腦 ト末 ダ連 絡 スル

モ水 晶體 ノ造 構 漸 ク進 捗 ス.胃 原 基 モ左 方 ニ偏 シ

ツ ツ發 育 シ,肝 臟 ハ初 メテ細 胞 索 ヲ表 ハ シ,原 腎

管 ハ第14原 節 ノ高 サ ニ於 テ初 マ リ脊 索 ノ腹 外方

ヲ尾方 ニ走 リ次 第 ニ總 排 泄腔 ニ接 近 ス.

總 排 泄 腔 ノ發 生 状態

本 階梯 ニ於 ケル總排 泄 腔 ヲ檢 スル ニ,腸 管 ハ第

31原 節 ノ高 サ ニ於 テ管 壁 閉鎮 ス.此 部 位 ニ於 ケル

横 斷 面 ノ形 状 ハ 不正1邊 形 ニ シテ外 壁 ハ非 常 ニ厚

シ.此 管壁 ハ尾方 ニ至 ル ニ從 ヒ狹小 トナ リ,不 正

3角 形 トナ リ,梨 子 状形 トナ リ,遂 ニ尿 嚢 管 ト連

ル ニ至 ル.此 邊 ヨ リ後 腹 ハUrodaumニ 移 行 セ ル

モ ノ ニシ テ其 ノ區劃 ハ判 然 タ ラズ.尿 嚢 管 開 口部

附 近 ニ於 テ ハUrodaum横 斷 面 ハ左 右 ニ扁 平 ニ

シ テ腹 背 ニ狹 長 ナ ル形 ヲ呈 シ,腹 端 ハ尿 嚢 管 ノ膨

Fig. 3. A. 100×

大 シ テ 「コ ル ベ ン」 形 ヲ呈 セ ル 管腔 ト交 通 ス.

Urodaumノ 腹 壁 ハ尿 嚢 管 ノ尾 端 ノ直 尾方 部 ニ於

テ外 皮 ト移 行 シ所 謂Kloakcnmembranヲ 造 リ,

此 部 ノ横 斷 面 ハ(Fig. 3. A.)ニ 於 テ見 ル ガ如 ク 不

正5邊 形 ヲ呈 ス ルUrodaumノ 腹 壁 ノ上 皮 ハ 内層

ノ細 胞 層 ニ移 行 スル ヲ見 ル.圖 ニ見 ル如 クUro-

daumノ 左 右 兩 側壁 中央 部 ハ 少 シク 外方 ニ向 ツテ

膨 出 ス.此 膨 出 ハUrodaumノ 左 右 兩 側 壁 ニ縦 位

ノ稜 線 トシ テ表 ハ レ,頭 方 ニ微 ニシ テ 尾 〓ニ 著 明

ニ現 ハル,Urodanmノ 尾 端 ニ近 キ部 ニ於 テ ハ此

稜 線 ニ左 右 原腎 管 接 着 開 口 ス.斯 ク テ原 腎管 開 口

ス レバUrodaumハ 急 速 ニ管腔 狹 小 トナ リ,遂 ニ

不 正 圓形 ノ管 腔 トナ リ尾 腸 ニ移行 ス.尾 腸 ノ此 部

分 ハPars candalis intestiniト 稱 シ,約50μ ノ管

腔 ヲ有 シ尖 端 鋭 トナ リ一 旦 閉 鎖 スルモ,約10μ ノ

距 離 ヲ隔 テ テ脊 索,腹 内方 ニ於 テ 再 ビ管 腔 ヲ表 ハ

シ,且 尾端 ニ向 ツテ次 第 ニ其 ノ管 腔 直徑 ヲ増 加 シ.

終 リハSchwarnzknospeニ 至 ル.此 尾 端 ノ再 ビ

管 腔 ヲ表 ハ セル 部 分 ハ 約110μ ノ間 ナ リ.

之 ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニUrodaum

ハ 凡 ソ左 右 ニ少 シ ク扁 平 ニ シテ腹 背

ニ長 徑 ヲ現 ハ ス菱 形 柱 状 ノ嚢 ヲ形 成

シ,其 ノ頭端 背 側 ニハ後 腸 ノ開 口 ス

ル ア リ.而 シテUrodaumノ 背 側

壁 ハ 尾方 部 ニ於 テ少 シ ク膨 隆 シ テ,

尾端 ニ近 ク尿 生植 竇 ヲ造 リ,背 外 側

ヨ リ來 レル原 腎管 之 ニ 開 口 ス.Uro-

daumノ 腹 頭 端 ニハ.比 較 的 大 ナ ル

尿 嚢 管 形 成 セ ラ レ尿嚢 ニ連 ル.而 シ

テ其 ノ腹 側壁 ハ尿 嚢 管 ノ尾 端,直 尾

方 部 ヨ リ尾端 ニ迄 外 皮 ト接 着 移 行 シ

テKloakenmembranヲ 造 ル.Uro-

daumノ 背 側 尾 端 ヨリハ 尾腸 ニ移 行

シ脊 索 ノ腹 方 ヲ尾 方ニ走 リ,暫 ク ニ

シテ 消失 ス.消 失 セル 尾 腸 ハ 少 シ ノ

距 離 ヲ以 テPars candalis intestini

ヲ表 ハ シ依 然 脊 索 ノ内面 ニ沿 ヒ尾 端
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ノ組 織 即 チSchwanzknospeニ 終 ル.原 腎 管 ハ後

腸 ノ背 側外 方 ヲ脊 索 ト平行 ニ 尾方 ニ走 リ尿 生 殖 竇

ニ近 ヅク ニ及 ビ,其 ノ背外 方 ヨ リ内 腹 方 ニ向 ツ テ

略 ボ 直 角 ヲ呈 シ テ屈 曲 シ テ之 ニ接 着 ス(Fig. 3. B.)

Fig. 3. B.

第2例 胎兒 記 號 Nr. 6. 長 徑8.5mm

原 節數51

胎 兒 外 形 ハ 半 圓形 ニ彎 曲 シ項 部 著 シク彎 曲 シ中

腔 ノ膨 隆 著 明 ナ リ.聽 胞 ハ益 々大 トナ リ,内 淋 巴

管 ノ初 兆 ヲ呈 シ眼胞 ハ前 腦 ト連 絡 シ,水 晶體 ハ水

晶 體嚢 ノ状態 ニ在 ル モ細 胞 ノ状 態 ハ 固有 ノ排 列 ヲ

ナ シ來 ル.水 晶體 ノ上 皮 ハ 少 シク外 方 ニ膨 隆 ス.

胃原基 ハ増 大 シ横 徑 ヲ増 シ左 方 ニ偏 位 ス.肝 臟 原

基 ハ細 胞 索 著 明 トナル,

總 排 泄 腔 ノ發 生 状 態

此 時 期 ニ於 ケル 總排 泄腔 ヲ觀 察 スル ニ,第37原

節 ノ高 サ ニ於 ケル 切 片 ノ所 見 ハ,腸 管 ノ上 皮 ハ重

層 圓 柱 上 皮 ヨ リ蔽 ハ ル.其 ノ右 方 ニ尿 嚢 管 ノ切斷

セ ラ レタル 大 ナ ル 空 洞 ヲ見 ル.腸 管 ハ ソ レヨ リ尾

方 ニ向 フ ニ從 ヒ管腔 ノ直 徑 ヲ減 ジ,第42原 節 ノ高

サ ニ至 レバ小 圓 形 ヲ呈 シ,第43原 節 ノ高 サ ニ至 レ

バ 裂 隙状 トナ ル.ソ レ ヨ リ80μ 尾 方 ニ至 レバ急

ニ管腔 増 大 シ テ紡 錘 形 ヲ呈 シ同 時 ニ尿 嚢 管 ノ開 通

スル ア リ.此 部分 ハUrodaumノ 頭 端 ニ シテ,

尿 嚢 管 ノ横 斷面 ハ此 部 分 ニ於 テ ハ杓 子 状 ヲ呈 ス.

Urodaumハ 尾方 ニ至 ル ニ從 ヒ管 腔 ヲ増 大 シ梨 子

状 形 トナ リ(Fi g. 3. C.).第44原 節 ノ高 サ ニ至 レ

バUrodaumノ 腹 壁 ニ於 テKloakenmembran

ヲ形 成 シ初 ム.而 シ テUrodaumノ 管 腔 ハ 此時 背

方 ニ底 邊 ヲ有 スル2等 邊3角 形 ノ状 ヲ呈 ス.左 右

原 腎 管 ハ,初 メ脊 索 ノ腹 外 方 ヲ眞 直 ニ尾方 ニ下 リ

第44原 節 ノ高 サ ニ於 テ腹 内方 ニ 彎曲 シ,Urodaum

ノ尾端 ニ近 ク.即 チUrodaumノ 尾方 略 ボ1/6ノ

部 第44原 節 ノ終 リニ於 テ,其 ノ背 外 壁 ニ先 ヅ右 方

原 腎管 ガ開 口 シ,ソ レ ヨ リ約50μ 尾 方 ニ於 テ左 方

原 腎 管開 口 ス.ソ レヨ リUrodaumハ 管腔 次 第 ニ

狹 小 トナ リ,梨 子 状 形 トナ リ,第46原 節 ノ高 サ ニ

至 レバUrodaumノ 内腔 消 失 ス.而 シ テ尾腸 ハ 第

47原 節 ノ高 サ ニ於 テ初 メテ管 腔 ヲ表 ハ シ,次 第 ニ

増 大 シ ツ ツ尾端 ニ至 ル.而 シテ 此 管腔 ノ全 長 ハ約

490μ ナ リ.
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Fig. 3. C. 55×

模 型 ニ就 テ之 ヲ觀 察 スル ニ(Fig. 3. D.)ニ 於 テ

見 ル ガ如 ク,Urodaumノ 形状 ハ其 ノ横 斷 面 左 右

ニ扁 平 ナル 不 正梯 形 ヲ呈 スル 頭 尾 ニ長 キ嚢 ニ シテ

尿 嚢 管 ハ其 ノ腹 頭端 ニ優 勢 ニ發 育 シ,後 腸 ハ 其 ノ

頭 背 端 ニ開 口 ス.又Urodaumノ 背 側尾 端 ニ近

ク 原 腎管 兩 側 ヨ リ開 口 ス.Urodaumノ 腹 壁 ニ於

テ其 ノ尾方3/4ノ 部 ハKloakenmembranヲ 形

成 シ此 部 ハ特 ニ腹 方 ニ ョ ク 發 育 シ,其 ノ 尾端 ハ

Kloakenhockerヲ 形 成 ス.尾 腸 ハUrodaumノ

背 側 尾 端 ニ於 テ突 起 状 ニ短 ク 背 尾方 ニ突 隆 ス.

Fig. 3. D.
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第3例 胎 兒 記 號 Nr. 7. 頂 尾 徑8.0mm

原 節數65

胎 兒 ハ半 圓形 ニ彎 曲 シ,頭 端 ハ尾部 ニ達 セ ン ト

ス.項 部 ハ著 シ ク彎 曲 シ,中 腦 ノ膨 出著 明 ナ リ.

聽 器 ハ 内淋 巴管 ノ發 育 著 明 トナ リ,視 器 ハ眼 胞 ノ

内 外2葉 ノ間 ニ間 隙 ヲ有 シ腦 胞 トモ未 ダ明 カ ニ連

絡 ス.水 晶 體 ノ纎 維 ノ發 育 著 シ ク,肝 臟 ハ細 胞 索

著 明 トナ リ,膵 原 某 ハ 發育 漸 ク著 明 トナ リ,背 腹

原 基共 ニ分 枝 ヲ表 ハ シ複 雜 ナル 構 造 ヲ示 ス.

總 排 泄 腔 ノ發 生 状 態

原 腎 管 ハ 脊 索 ノ腹 内方 ヲ少 シ ク腹 方 ニ弧 ヲ描 キ

ツ ツ尾 方 ニ下 降 シ,第60原 節 ノ高 サ ニ 至 レバ 管

腔 ヲ増 大 シ,急 角度 ニ腹 内方 ニ少 シク斜 ニ屈 シ テ

Urodaumノ 尾 外 背 側 ニ於 テ左 右 ニ扁 平 ニ シ テ極

メテ頭 尾 徑 ニ長 キ管 腔 ヲ以 テ 之ニ開 口 ス.後 腸 ハ

第51原 節 ノ高 サ ニ於 テ開 放 セ ル管 腔 ヲ閉 ヂ,管

Fig. 3. E. 55×

壁 肥 厚 シ脊 索 ノ 腹 方 ヲ尾方 ニ 下 降 ス.其 ノ管 腔

ハ,初 メ肥 大 セ ル紡 錘 形 ヲ呈 シ,次 デ梨 子 状 形 ト

ナリ,裂 隙 状 トナ リ,管 壁 非常 ニ厚 シ.斯 ク テ第

58原 節 ノ高 サ ニ至 レバ,尿 嚢 管 ト交 通 スル裂 隙 状

ノUrodaumノ 内腔 ヲ窺 フ事 ヲ得.即 チ腹 背 方 向

ニ直 線 状 ヲナ スUrodaumlumenノ 腹 端 ニ瓢 箪 ヲ

付 ケ タル如 キ觀 ヲ呈 ス.尿 嚢 ノ内壁 ハ菲 薄 ナ レ ド

モUrodaumノ 内 壁 ハ厚 キ重 層 圓 柱 上 皮 ヨ リ成

リ,其 ノ外 壁 ハ 筋 肉 ノ厚 キ層 ニ テ圍 マ レ圓 筒状 ヲ

ナ ス.Urodaumハ ソ レ ヨ リ尾 方 ニ向 ツテ縦 横 徑

ヲ増 シ内腔 擴 大 シ,第60原 節 ノ高 サ ニ到 レバ,尖

端 ヲ背 側 ニ向 ケ タル槍 先 状 ノ横 斷 面 ヲ表 ハ シ,腹

側 尿嚢 管 ハ消 失 シUrodaum腹 端 ニハKloaken-

membranヲ 造 ル.尚 ホ切 片 ヲ尾 方 ニ進 ム レバ,第

61原 節 ノ高 サニ於 テ先 ヅ右 側原 腎 管 ハUrodaum

ノ右 外 背 側壁 ニ開 口 シ 約10μ 遲 レ テ 左 方 原 腎管

開 口 ス.而 シ テ此 原 腎管 ノ開 口部 ニ

於 ケ ルUrodaum壁 ハ一 部 原 腎管 ノ

方 向 ニ膨 出 シテ 小 ナ ル憩 室 状 ヲ呈 ス

原 腎 管 開 口部 尾 端 ヨ リハUrodaum

ハ 少 シ宛 背方 ニ 變位 シ ツ ツ背腹 徑 ヲ

減 ジ,管 腔 モ略 ボ 梨 子 状 形 トナ リ,

不 正菱 形 トナ リ,終 ニ小 圓形 ノ腔 ト

ナ リ尾腸 ニ 移行 ス(Fig. 3. E.).此 尾

腸 ノ管 腔 ハ約70μ ニ シ テ,一 度 消 失

スル モ間 モ ナ ク再 ビ表 ハ レテ脊 索 ノ

腹 方 ニ於 テ之 ト共 ニ尾 方 ニ走 ル.而

シテSchwanzknospeニ 終 ル.此 間

ノ管腔 ハ28μ ア リ.即 チ總 計350μ

ノ尾 腸 ヲ殘 ス事 トナル.

之 ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニ,強 キ筋 肉

壁 ヲ有 スル管 腔 狹 キ後 腸 ハ,脊 索 ノ

腹 方 原腎 管 ノ内 腹 方 ニ於 テ不 正4邊

形 ノ嚢 状 ヲ呈 スルUrodaumニ 移行

ス.Urodaumハ(Fig. 3. F.)ニ 於 テ

見 ル ガ如 ク頭 方 腹 端 ニ於 テ非 常 ニ發

育 セ ル尿 嚢 管 ト交 通 ス.Urodaumノ
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Fig. 3. F.

腹 壁 ハ其 ノ尾方3/4ノ 部 ハKloakenmembranヲ

造 ル.Bloakenmembranノ 終 ル頃 ヨ リ背方 ニ向

ツテ急 角度 ニUrodaumノ 背 腹徑 ヲ減 ジ,遂 ニ其

ノ背 尾端 ニ於 テ約70μ ノ管腔 ヲ有 スル 尾腸 ニ移

行 ス.原 腎 管 ハ前 記 ノ如 ク頭 尾 ニ非 常 ニ長 キ 口徑

ヲ以 テUrodaumニ 開 口 シ,其 ノ開 口 前Urodaum

ノ背外 側 方 ノ 原 腎 管彎 曲部 ニ ハ 疣 状 ノNieren-

knospe附 着 ス.

第4例 胎 兒 記號 Nr. 8. 頂 尾 徑8.7mm

原 節數67

胎 兒 ハ殆 ド直 角 ニ彎 曲 シ,頭 部 膨 隆 強 シ.中 腦

ヨク發 育 シ テ半球 状 ニ膨隆 シ,眼 胞 及 ビ四肢 ノ發

育 ノ初 兆 ヲ肉 眼 的 ニ認 メ得.聽 胞,眼 胞,肝 臟,

胃原基 等 前 階梯 ヨ リ著 シク發 育 進 行 セ ル ヲ認 ム.

總排 泄 腔 ノ發生 状 態

原 腎管 ハ 第22原 節 ノ終 リ ノ高 サ ニ 於 テ左 右 約

20μ ノ差 ヲ以 テ相 次 デ 發生 シ,脊 索 ノ腹 内 方 ニ於

テ殆 ド直線 状 ニ尾 方 ニ降下 シ,Nierenknospeノ

突 起 ヲ表 ハ ス部 位 ヨ リ急 速 ニ稍 々斜 メニ尾 内腹 方

ニ向 テ略 ボ直 角 ヲ呈 シテ屈 曲 シ テUrodaumニ 開

口 ス.第41原 節 ノ高 サ ニ 於 テ開 放 セ ル腸 管 ハ閉

鎖 ス レ ドモ,一 般 ニ腸 管 腔 狹 ク.初 メハ 圓形 ナ ル

モ 尾方 ニ下 ル ニ從 ヒ次 第 ニ管 腔 ヲ減 ジ梨 子 状 形 ト

ナ リ.點 状 トナ リ,第52原 節 ノ高 サ ニ至 レバ 全 ク

閉鎖 スル ニ至 ル.此 管 腔 閉 鎖 セ ル 後腸 ハ 尚 ホ 尾方

ニ降 下 ス レバ 幽 微 ナ ル管 腔 ヲ生 シUrodaumト ナ

ル.第55原 節 ノ高 サ ニ 至 レバ尿 嚢 管 ハ 此Urodaum

ニ開 口 スル ヲ見 ル.Urodaumハ 左 右 ニ壓 平 セ ラ

レ タル不 正4角 形 ノ横 斷 面 ヲ表 ハ ス嚢 状 ヲ呈 シ,

其 ノ腹 壁 ハ 尿嚢 管 ノ 開 口部 ノ 少 シ ク 尾 方 ヨ リ

Kloakenmembranヲ 造 リ,其 ノ腹 方 尾端 ノ少 シ

ク膨 隆 セ ル所 ハKloakenhockerナ リ.前 記Nie-

renknospeノ 部 分 ヨ リ腹 内尾 方 ニ向 ツテ斜 ニ少 シ

ク 弓状 ヲナ シテ走 レル原 腎 管 ハ 頭 尾 ニ長 キ 口 徑 ヲ

以 テUrodaumノ 背 外 方 ヨ リ之 ニ開 口 ス(Fig. 3. G)

ハ 原 腎 管 ノ直前 第56原 節 ノ頭 端 ノ横 斷 面 ニ シ テ

Urodaumlumenノ 状 態 ヲ示 ス.原 腎 管 ノ開 口部

位 ハ 左右 ニ ヨ リテ多 少 異 ナ リ,第56-57原 節 ノ高

サ ニ於 テ左 側 ノモ ノ少 シ ク頭方 ニ開 口 ス.而 シ テ

開 口部 ノ長 徑 ハ約110μ ナ リ.尾 腸 ハUrodaum
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ノ背 尾 端 ニ於 テ突 起 状 ニ殘 留

スル モ ノ ト,及 ビ一旦 消 失 シ

タル 尾 腸 ハ 間 モナ ク再 ビ現 ハ

レテ脊 索 ノ内 面 ニ沿 ヒ尾方 ニ

向 ヒSchwanzknospeニ 終 ル

約120μ ノ長 サ ヲ有 スル モ ノ

トア リ.

之 ヲ模 型 ニ就 テ見 ルニ(Fig.

3. H.)ノ 如 クUrodaumハ 左

右 ニ 少 シ ク扁 平 ニ シテ 不正4

邊 形 ノ横 斷 面 ヲ現 ハ ス 嚢 ニシ

テ,其 ノ頭 端 背 側 ニハ小 管 状

ノ後 腸 ヲ,頭 端 腹 側壁 ニハ 稍

稍 大 ナ ル尿 嚢 管 ヲ開 口セ シ ム

尿嚢 管 ノ直 尾方 ノUrodaum

ノ腹 壁 ハ一 部 腹 方 ニ向 ツテ 少

シク膨 隆 ス.此 膨 隆 部 ヨ リ尾

方 ニ 於 テ,即 チUrodaum腹

壁 ノ尾方2/3ノ 部 ニ於 テKloa-

kenmembranヲ 發 生 ス.原 腎 管 ハ 後 腸 ノ背 外方

ニ於 テ脊 索 ト平 行 ニ尾方 ニ下 リNierenknospeニ

至 レバ斜 背 外 側 ヨ リ腹 内方 ニ屈 曲 シ テUrodaum

ノ憩 室 即 チUrogenitaltascheニ 開 口 ス.Uro-

Fig. 3. G. 55×

genitaltascheハUrodaumノ 背 側尾 端 ニ於 テ

左 右 背 外方 ニ 向 ヘ ル 翼 状 ノ膨 出部 ナ リ.尾 腸 ハ

Urodaumノ 背 側 尾 端 ニ突 起 状 ニ接 着 セ リ.Pars

caudalis intestiniハ 本模 型 ニ表 現 セ ズ.

Fig. 3. H.
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第4階 梯 胎 兒 記號 Nr. 27. 頂 尾徑9.5mm

神經 節數37

胎 兒ハ 四肢 疣 状 ニ突 出 シ アル ヲ認 ム.聽 胞 ヨク

發 育 シ,眼 胞 ハ大 トナ リ角膜 ノ初 兆 ヲ認 ム.肝 臟

ハ細 胞索 益 々複 雜 トナ リ,胃 原基 ハ左 方 ニ轉 ズ.

原 腎 管 ハ 第17神 經 節 ノ高 サ ニ於 テ發 生 シ脊 索 ノ

腹 外方 ニ於 テ之 ト平行 シ テ尾 方 ニ走 ル.

總 排 泄 腔 ノ發 生状 態

切 片 ニ就 テ第33神 經 節 ノ頭 端 ノ高 サ ニ 於 ケル

横 斷 而 ヲ見 ル ニ(Fig. 4. A.)動 脈 ノ腹 外 方 ニハ紡

Fig. 4. A. 55×

錘 形 ヲ呈 スル原 腎 管 ヲ認 メ,動 脈 ノ腹 方 ニ於 テハ

内腔 小 圓 形 ヲ呈 セ ル 管 壁 厚 キ 後 腸 ノ横 斷 面 ヲ見

ル.後 腸 ノ腹 方 ニ於 テ略 ボ 卵 圓 形 ノ尿 嚢管 ノ横 斷

面 ヲ見 ル.尿 嚢管 ノ左腹 方 ニ於 テハNeurcenteri-

calstrangノ 斷 面 ヲ見 ル.尿 嚢 管 ハ次 第 ニ 口徑 ヲ

増 シ,第34神 經 節 ノ高 サ ニ至 レバUrodaumニ

移 行 シ,Urodaumハ 後 腸 ト内 腔 ヲ通 ジ刀 尖 状 ノ

内腔 トナル.而 シ テUrodaumノ 腹 端 ニハKlo-

akenmembranヲ 生 ズ ルニ 至 ル.Urodaumノ 横

斷 面 ハ後 腸 ト合 併後,底 邊 ヲ背 方 ニ向 ケ タル 長2

等邊3角 形 トナ リ.次 デ尖端 鋭 ナル 正3角 形 トナ

リ,第35神 經 節 ノ高 サ ニ至 レバ底 邊 兩端 ノ鋭 角 部

ニ原 腎 管 開 口 シ尿 生殖 竇 トナ ル.原 腎 管 ノ開 口部

ヲ過 レバUrodaumハ 背方 ニ偏 位 シ,腔 隙 ハ 卵圓

形 ヲナ シ遂 ニ消 失 シ テ充 實性 ノ組 織 トナ ル.コ レ

尾腸 ノ痕 跡 ナ リ.之 ヨ リ尾方 ノ切 片 ニ於 テハ 尾 腸

ノ痕 跡 ヲ見 ズ.

模 型 ニ就 テ見 ルニ(Fig. 4. B.)ニ 於 ケ ル如 ク全

體 トシテ半橢 圓 形 ニ シテ腹 方,頭 端 ニ於 テ 再 ビ彎

曲 シテ 尾方 ニ向 フ.尾 端 部 ヲ見 ル モ 此 處 ニハ 尾腸

ヲ有 セ ズ.原 腎 管 ハ動脈 ノ腹 外 方 ニ於 テ動 脈 ニ平

行 シ テ尾方 ニ降 下 シUrodaumノ 尾端 背 方 ニ於 テ

略 ボ 直 角 ヲ呈 シ テ屈 曲 シ内 腹方 ニ向 ヒUrodaum

ニ開 口 シ尿 生殖竇 ヲ造 ル.而 シ テ 其 ノ 屈 曲部 ニ

Nierenknospeヲ 分岐 ス.Urodaumハ 横 斷 面 略

ボ長 梯 形 ヲ呈 スル,左 右 ニ少 シ ク扁 平 ナ ル嚢 ニ シ

テ,頭 背 方 ニハ後 腸 ノ開 口 スル ア リ.頭 腹方 ニハ

尿 嚢管 ノ開 口 スル ア リ.而 シ テ其 ノ腹 壁 ノ中 央1/3

ノ部 ニKloakenmembranヲ 現 ハ シ,コ ノ尾 端 ニ

於 テUrodaumノ 腹 壁 ノ一 部 腹 尾方 ニ向 ツ テ短 キ
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Fig. 4. B.

突 起 状 ヲ呈 シ テ膨 出 セ ル ハKloakenhockerナ リ.

此Hocker尾 端 ヨ リハ 急 速 ニ背方 ニ向 ツ テUro-

daum管 腔 ヲ短 縮 シ遂 ニ疣 状 ニ懸 垂 セ ルUrodaum

尾端 ノ尾腸 ニ移 行 ス.尾 腸 ハ猶 ホ前 記 ノ如 ク圓錐

形 ノ小 ナル 管 腔 ヲ有 ス.

第5階 梯

第1例 胎 兒 記 號 Nr. 20. 頂 臀 徑10.5mm

神 經 節數38

胎 兒 外 形 ハ 圓 形 ヲナ シ,頭 端 ト尾 端 トハ 分 離 ス.

中 腦 ハ 著 明 ニ膨 隆 シ,眼 胞 突 出 シ,四 肢 ノ發育 亦

著 明 ナ リ.胃 原 基モ ヨク發 育 シ左 方 ニ轉 ジ,肺 臟

原 基 著 明 ニ發 育 シ テ氣 管 支 ヲ分枝 ス.原 腎管 ハ動

脈 ノ兩 側 ヲ體 軸 ニ平 行 ニ尾方 ニ走 行 ス.輸 尿 管 ハ

動 脈 ノ腹 外 方 ニ於 テ第23神 經 節 ノ高 サ ニ於 テ始

マ リ略 ボ原 腎 管 ノ走 行 ニ一 致 シテ 尾方 ニ走 ル.

總 排 泄 腔 ノ發 生 状 態

第22神 經 節 ノ末 端 ノ高 サ ニ於 ケ ル 横 斷 切 片 ヲ

見 ル ニ(Fig. 5. A.)後 腸 ノ横 斷 面 ハ筋 層稍 々厚 ク,

内 腔ハ 巴状 ノ僅 カナ ル 間隙 ヲ有 シ,其 ノ腹 方 ニハ

背 腹 ニ壓 平 セ ラ レ突 側 ヲ腹 方 ニ向 ケタル尿 嚢 ノ斷

面 ヲ見 ル.切 片 ヲ尾方 ニ進 メ第23神 經 節 ノ末 端

ノ高 サ ニ於 ケル横 斷 面 ヲ見 ル ニ,動 脈 ノ腹 内方,

原 腎管 ノ背 方 ニ於 テ,兩 側輸 尿 管 ノ横 斷 面 ヲ見 ル.

輸 尿管 ノ腹 方 ニハ 鎌 ノ如 キ横 斷 面 ヲ有 スル原 腎 管

ア リ.原 腎 管 ノ腹 内方 ニ ハ幽 微 ナル 管 腔 ヲ有 シ,

外 壁 ハ紡 錘 形 ニ肥 厚 セ ル後 腸 ノ横 斷 面 ア リテ,其

ノ外 壁 ハUrodaum壁 ニ癒 着 ス.Urodaumハ 壁

厚 ク,内 腔 ハ 百合根 ノ如 キ横 斷 面 ヲ有 シ,其 ノ尖

端 ハ腹 方 ニ向 フ.而 シ テ尖 端 ヲナ スUrodaumノ

腹 方 部 ハ,其 ノ壁 左 右 ヨ リ壓 迫 セ ラ レテ相 接 着 シ
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Urodaummembranヲ 形 成 シ,

從 ツテUrodaumlumenノ 上 皮

ハUrodaalmembranニ 移 行 シ

次 デKloakenmembranニ 連

ル モ ノナ リ.尚 ホ切 片 ヲ尾方 ニ

進 ム レバUrodaumハ 外腸 ト交

通 シ内腔 ハ 不 正菱 形 ヲナ ス.切

片 ヲ尾方 ニ追 求 ス レバUrodau-

mlumenハ 腹方 ヨ リ次 第 ニ消

失 シ左 右 ノ尿 生殖竇 ノ腔 隙 ヲ殘

ス ニ至 ル.而 シ テ原 腎管 ハ 此竇

ニ向 ツ テ開 口 ス.尚 ホ 切片 ヲ尾

方 ニ進 ム レバ輸 尿 管 ノ原 腎 管 ニ

開 口 スル ヲ見 ル.

之 ヲ模型 ニ就 テ 見 レバFiF. 5.

B.ニ 見 ルガ如 ク,Urodaumハ

3角 形 ノ扁 平 嚢 状 ヲナ シ,底 邊

ヲ腹 尾方 ニ向 ケ菲 薄 ナ リ.頭 腹

方 ヨ リ背 尾 方 ニ到 ル一 邊 ハ,堤

状 ニ隆 起 セ ル非 常 ニ厚 キ管壁 ヲ

ナ シ,此 管 腔 ハ 頭腹 端 ハ尿 嚢 管

ニ連 リ,背 尾 方 ニ近 ク後腸 ノ コ

Fig. 5. A. 55×

Fig. 5. B
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レニ連 ル ア リ.而 シ後 腸 ノ 内腔 ハ非 常 ニ狹 ク,僅

ニUrodaumト 交 通 スル ノ ミ.背 尾端 ハ尿 生 殖 竇

兩 側 ニ ア リテ,左 右 原 腎 管 ニ連 ル.腹 方 ノ一 邊 ハ

菲 薄 ニ シ テKloakenmembranニ 被 覆 セ ラル.而

シテ其 ノ腹 方 ノ尾端 ハ膨 隆 シ テKloakenhocker

ヲ造 ル.其 ノ尾端 少 シ ク 外 皮 陷 入 ス レ ドモ 尚 ホ

Proctdaumヲ 造 ル ニ至 ラズ.尿 嚢 ハ凸 面 ヲ腹 方

ニ向 ケ半 月状 ヲ呈 シ テ後 腸 ノ腹 方 ニ於 テ之 ヲ被蔽

ス ル ガ如 キ状 態 ヲ トレ ドモ直 チ ニ腹 方 ニ斜 ニ走 リ

次 第 ニ圓 筒 状 ノ尿 嚢 管 ヲ造 リUrodaumニ 移 行 ス.

而 シ テ尿 嚢 ノ右 側 尾方,尿 嚢 管 ニ連 ル 間 ニ憩 室 状

ノ膨 出 ヲ成 ス.本 階梯 ニ於 テ ハ此 物 ハ菲 薄 ナ レ ド

モ階 梯 進 ムニ 從 ヒ テ嚢 状 ニ膨 隆 ス.後 腸 ハ尿 嚢 ノ

背方 ニ於 テ.内 腔 ハ狹 小 トナ レ ドモ,壁 ハ 比較 的

厚 ク,弧 ヲ描 キ テ尾 腹 方 ニ彎 曲 シ,前 記 ノ如 ク裂

隙 状 ノ間 隙 ヲ以 テUrodaumノ 背 尾端 ニ近 ク連續

ス.原 腎 管 ハ 後腸 ノ外 側 背 方 ニ於 テ狹 長 ノ管腔 ヲ

Fig. 5. C. 35×

ナ シ,背 側 外 方 ヨ リ尾 腹 内分 ニ向 ッテ 尾方 ニ走 リ,

急 角 度 ニ腹 内頭 方 ニ彎 曲 シ テ尿 生 殖 竇 ニ開 口 ス.

輸 尿 管 ハ原 腎管 ノ略 ボ 背方 ニ於 テ原 腎 管 ノ頭 端 ヨ

リ餘 程 低 ク略 ボ尿 嚢 管 ノUrodaumニ 開 口 スル高

サ ニ於 テ初 マ リ,斜 腹 尾 方 ニ走 リ,原 腎 管 ノ彎 曲

部 ヨ リモ 尚 ホ尾方 ニ於 テ彎 曲 シテ腹 内頭 方 ニ走 リ

原 腎管 ニ開 口 ス.

第2例 胎 兒 記 號 Nr. 21. 頂 臀 徑11.4mm

神 經 節 數38

胎兒 外 形 ハ 圓 形 ニ近 ク彎 曲 シ,唯 頭 端 ト尾 端 ト

僅 ニ分 離 ス.中 腦 ノ發 育 良 好 ニ シテ益 々膨 隆 シ,

眼 胞突 隆 シ,四 肢 ノ發 育一 層 著 明 トナ レリ.胃 原

基 モ 著 シ ク發 育 ヲ遂 グ.原 腎管 ハ動 脈 ノ腹 側 内方

ニ 於 テ,殆 ド之 ト平 行 シ テ尾方 ニ走 ル.輸 尿 管 ハ

第26神 經 節 ノ高 サ エ初 マ リ,原 腎管 ト動 脈 トノ間

ヲ略 ボ體 軸 ニ平 行 シ テ尾 方 ニ走 ル.

總排 泄 腔 ノ發 生 状 態

第29神 經 節 ノ高 サ ニ於 ケ ル

横 斷 面 ヲ見 ル ニ(Fig. 5. C.)動 脈

ノ腹 側方 ニ輸 尿管 ヲ見 ル.其 ノ

腹 方 後 腸 ノ兩 側 ニ原 腎管 ノ横 斷

面 ア リ.後 腸 ハ細 キ 巴状 ノ管 腔

ヲ有 シ壁 モ比 較 的薄 シ.尿 嚢 ハ

後 腸 ノ腹 方 ニ於 テ底 邊 ヲ背 方 ニ

向 ケタル不 正3角 形 ノ管腔 ヲ有

シ,其 ノ右 方 ニ此 管 腔 ト連續 シ

テ 一ツ ノAllantoisdivertikelア

リ.此 憩 室 ハ 頭方 ヨ リモ尾 方 ニ

巨 大 ニ發 育 ス.後 腸 ハ次 第 ニ管

腔 ヲ減 ジ管 壁 ノ厚 サ ヲ増 シ,少

シ ク背 方 ニ突 側 ヲ向 ケ,彎 曲 シ

ツ ツ尾方 ニ走 リ,間 モ ナ ク僅 ニ

幽 微 ナル管 腔 ヲ以 テUrodaum

ニ開 口 ス.而 シ テ コ ノ開 口部 ハ

Urodaumノ 尾 背 端 ニ近 シ.尿

嚢 ハ後 腸 ノ腹側 ニ於 テ横 ニ長 キ

不 正4邊 形 ノ横 斷 面 ヲ以 テ,次
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第 ニ腹方 ニ移 動 シツ ツ前 記 ノ憩 室 ヲ併 合 シテ 尿嚢

管 ヲ造 リUrodaumノ 背 側頭 端 ニ開 口 ス.Urodaum

ハ尿 嚢 管 ノ移 行 部 即 チ第29神 經 節 ノ高 サ ニ 於 テ

ハ,其 ノ腔 ハ繭 ノ横 斷 面 ノ如 キ形 状 ナ ル モ,次 第

ニ尖 端 ヲ腹 方 ニ向 ケ タ ル「コル ベ ン」状 ヲ呈 シ,管

壁 モ非 常 ニ 肥厚 ス.而 シ テUrodaumノ 腹 側 ハ

Urodaalmembranヲ 造 ル.「 コル ベ ン」状 ノUro-

daumlumenハ 後腸 ノ開 口 スル部 分 ニ於 テハ.不

正 菱 形 ノ横 斷 面 ヲ有 シ,尚 ホ尾方 ニ進 ム ニ 從 ヒ

Nrodaalmembranハ 背 腹 徑 ヲ増 シ,背 方 ノ膨 大

部 ハ左右 徑 ヲ増 シ,其 ノ兩側 背壁 ニ原 腎 管開 口 ス.

其 ノ位 置 ハ第31神 經経 節 ノ高 サ ニ シ テ 左 方 ノ原 腎

管 ハ少 シク頭 位 ニア リ.Urodaumlumenハ 此 處

ニ於 テ急 ニ消 失 シ,腹 端 即 チUrodaalmembran

中 ニ少 シク間 隙 ヲ殘 スノ ミ.尚 ホ切 片 ヲ進 ム レバ

Urodaumノ 腹 側 尾端Kloakenhockerノ 部 分 ニ

於 テ外 皮 陷 入 シテProctdaumノ 素 地 ヲ造 リ,其

ノ外 胚 葉 陷入 部 背縁 正 中部 ニKloaken hockerヨ

リ尚 ホ一層 膨 出 シタル 部 分 ヲ生 ズ.コ レPhallu-

sanlageニ シ テ即 チPhallushockerナ リ.輸 尿 管

ハ 前 記 原 腎管 ノ背方 ヲ殆 ド原 腎 管 ノ走 行 ニ一 致 シ

テ尾方 ニ走 リ,第31神 經 節 ノ高 サ ニ至 レバ急 角 度

ニ弧 ヲ描 キ テ腹 内方 ニ彎 曲 シ テ原 腎 管 ニ開 口 ス.

而 シテ左 側輸 尿 管 ハ右 側 ニ比 シ テ少 シク頭 位 ニ於

テ 開 口 ス.

模 型 ニ就 テ觀 察 スル ニ(Fig. 5. D.)ニ 見 ル如 ク,

尿 嚢 ハ短 キ尿 嚢 管 ヲ以 テ,不 正6面 體 状 嚢 ヲ呈 ス

ルUrodaum頭 背 端 ニ接 續 シ,後 腸 ハUrodaum

ノ背 方 ヲ,一 旦斜 ニ 背 尾 方 ニ走 リ,暫 ク ニ シ テ

Urodaumノ 略 ボ 中 央 ノ高 サ ニ於 テ管 壁 ヲ増 大 シ

ツ ツ腹 尾方 ニ向 ヒ,末 端 極 メテ管 腔 ヲ擴 張 シ テ漏

斗 状 ヲ呈 シ ツツUrodaumノ 背 尾端 ニ接 續 ス.原

腎 管 ハ 後腸 ノ兩側 方 ニ於 テ 多 少腹 方 ニ弧 ヲ描 キ ツ

ツ尾 方ニ 走 リ,Urodaumノ 背 尾 端 ヲ遙 ニ越 ヘ,

急 ニ腹 内 方 ニ彎 曲 シUrodaumノ 背 尾 端 ニ開 口 シ

尿 生 殖竇 ヲ造 ル.而 シ テUrodaum内 腔 ハ 頭 背端

ヨ リ斜背 尾方 ニ走 リ,後 腸 トハ幽 微 ニ交 通 シ,原

腎 管 トハ大 ナル 管 腔 ヲ以 テ交 通 ス.斯 ク テUro-

daumハ 其 ノ腸管 竝 ニ原 腎 管 接 着 部ニ 於 テ極 メテ

ヨク膨 隆 シ,圓 錐 形 ヲ呈 シ テ背 方 ニ突 出 ス.依 テ

Fig. 5. D.
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管 腔 保 有部 ニ就 テ ノ ミ見 レバUrodaumハ 圓筒 ヲ

頭 腹 方 ヨ リ尾 背 方 ニ置 キ タル觀 ア リ.輸 尿 管 ハ 原

腎 管 ノ背 方,動 脈 ノ腹 外方 ヲ下 降 シ總 腸 骨動 脈 ニ

擁 セ ラ レテ略 ボ體 軸 ニ從 ヒ僅 ニ腹方 ニ弧 ヲ描 キ尾

方 ニ走 リ,屈 曲 シテ 原 腎管 ノ彎 曲部 ノ内腹 方 ニ連

續 ス.KloakenmembranハUrodaumノ 腹 方 ニ

於 テ形 成 セ ラ レ,其 ノ尾腹 端 ニ至 レバ 少 シ ク腹方

ニ膨 隆 シKloakenhockerヲ 造 ル.其 ノ尾 端 ニ於

テ外 皮 陷 入 シ來 リProctdaumヲ 形 成 セ ン トスル

形 勢 ニ ァ リ.Phallusanlageモ 稍 々膨 隆 セ ル ヲ認

ム.

第3例 胎 兒 記 號 Nr. 22. 頂臀 徑12.4mm

神 經 節數38

胎 兒 外 形 ハ 尚 ホ 圓形 ヲ呈 ス レ ドモ 項背 彎 曲少 シ

ク伸 展 ス.中 腦 ノ膨 隆 一 層 著 明 トナ リ,四 肢 ノ發

育 モ 亦 著 明 トナ レ リ.聽 器 ハ 分 化 シ複 雜 多岐 ヲ極

メ視器 ハ角 膜 ヲ形 成 ス.冐 原基 ハ倍 々大 トナ リテ

Fig. 5. E. 35×

壁 ニ皺襞 ヲ生 ズ.原 腎 管 ハ動 脈 ノ側 方 ニ初 マ リ之

ニ沿 ヒテ 尾方 ニ向 ヒ次 第 ニ腹 内方 ニ轉 ズ.

總 排 泄 腔 ノ發 生状 態

切 片 ニ就 キ第24神 經 節 ノ高 サ ニ於 ケル横 斷 面

ヲ見 ル ニ 後腸 ハ 壁 厚 ク.内 腔 ハ星 芒 状 ノ小 腔 ヲ有

ス.其 ノ腹 方 ニ於 テ尿嚢 管 ノ横 斷 面 ア リ.其 ノ右

端 ハ左 端 ヨ リ少 シク膨 大 ス.コ ノ右 端 ノ膨 大 部 ハ

Allantoisdivertikelニ シ テ,尾 方ニ 向 ツ テ次 第

ニ膨 隆 シ,第25神 經 節 ノ高 サ ニ於 テ最 モ 著明 ナ リ

(Fig. 5. E.).第25神 經 節 ノ終 リ ノ高 サ ヨ リ第26

神 經 節 ノ高 サ ニ至 レバ後 腸 ハ 管 腔 ヲ消 失 シ,尖 端

ヲ腹 方 ニ向 ケ タル 不正 橢 圓 形 ノ尿嚢 管 ハ 尾方 ニ向

フ ニ從 ヒ背 方 ニ再 ビ管 腔 ヲ表 ハ シ タル後 腸 ト合 シ

其 ノ間 ニ鞍部 ヲ擁 ス.Urodaumノ 内腔 横 斷 面 ハ

長 徑 ヲ腹 背 ニ向 ケ タル菱 形 ヲナ シ,尚 ホ尾方 ニ進

メバ 菱 形 ノ背 方 端 消失 シ テ 莖ヲ腹 方 ニ向 ケ タ ル

「くわ い」 ノ根 ノ如 ク ナ リ,第26神 經 節 ノ終 リノ

高 サ ニ至 レバ(Fig. 5. F.)ニ

見 ル ガ如 クUrodaumノ 腹 方

端 ハ 管 腔壁 左 右 ヨ リ壓 セ ラ レ

テ極 メテ ヨク接 近 シ.其 ノ間

ニ腹 背 ノ方 向 ヲ現 ハ ス直線 状

ノ裂 溝 状 ノ腔 隙 ヲ現 ハ スモ,

尾 方 ニ向 ヘ バ間 モ ナク 此管 腔

消失 シテ左 右 兩 壁 相 接着 シテ

UrodaaLmembranヲ 造 ル.

サ レ ド更 ニ少 シ ク尾方 ニ至 レ

バUrodaum内 腔 ハ左 右2箇

ニ分 離 シ,コ コ ニ尿 生殖 竇 ヲ

造 ル.輸 尿 管 ハ 第22神 經 節 ノ

高 サ ニ於 テ先 ヅ右 側 輸尿 管 ノ

頭端 盲端 ニ表 ハ レ,次 デ左 側

ノ ソ レ ヲ見 ル 部 位 ハ 動脈 ノ腹

内方 ニ當 リ,原 腎 管 ノ背 内方

ニ當 ル.須 臾 ニ シテ 兩 側輸 尿

管 ハ 管 腔 ヲ生 ジ,原 腎 管 ト平

行 シ テ尾 方 ニ走 リ,Urodaum
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ノ背外 尾方 ヨ リ,斜 腹 内方 ニ弧

状 ヲナ シテ,原 腎管 ノ走 行 ニ一

致 シ テ,第27神 經 節 ノ 高サ ニ於

テ之 ニ開 口 ス.尿 嚢 管 ノ開 口 ス

ル 高 サ ニ於 テUrodaumノ 腹 壁

ハ外 皮 ニ接 着 融 合 シ テKloak-

enmembranノ 頭 端 ヲ形成 シ,

而 シ テ之 ハ 尚 ホ尾方Urodaum

ノ膜 壁 ノ全長 ニ 亙 リ テ 認 メ ラ

ル.

模 型 ニ就 テ見 ル ニ(Fig 5. G.)

ニ見 ルガ 如 ク,脊 索 ハ腹方 ニ於

テAortaハ,總 腸 骨 動脈 ヲ分岐

シ,其 ノ腹 内方 ニ於 テ最 モ近 ク

輸 尿 管,其 ノ又腹 側方 ニ於 テ原

腎 管 ガ共 ニ動脈 及 ビ體 軸 ニ平 行

ニ尾方 ニ走 ル.又 動脈 ノ腹 方左

右 原 腎 管 ノ中 間部 ニ後 腸 ハ,横

斷 面 不 正菱 形 ヲナ シテ暫 クハ體

軸 ニ平 行 ニ尾方 ニ走 リ,後 腸 ノ

腹 方 ニ於 テ ハ,不 正半 月 形 ノ横

斷面 ヲ示 ス.尿 嚢 管 ガ恰 モ後 腸

Fig. 5. F. 35×

Fig. 5. G.
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ヲ被 蔽 スル ガ 如 ク,斜 腹 方 ニ走 リ後 腸 ト尿 嚢 管 ト

ノ間 ニ鞍 部 ヲ〓 ス,尿 嚢 管 ヲ暫 ク ニ シ テ殆 ド不 正

6面 體 ノ菲 薄 嚢 状 ノUrodaumノ 頭 端 ニ開 口 ス.

Urodaumハ 腹方 頭 端 部 ハ 直 接Kloakenmem-

branニ 連 ル モ腹 方 尾 部 ハUrodaalmembranニ ヨ

リテKloakenmembranニ 連 ル.而 シ テUrodaum

腹 尾端 ニ於 テ ハ,外 皮 陷 入 シテ 所 謂Proctdaum

ヲ造 ル.Proctdaumノ 頭 尾 兩 側 ニorale After-

lippeトcaudale Afterlippeト ヲ現 ハ ス.後 腸 ノ

Urodaumヘ ノ開 口部 ハ前 例 ニ比 シテ 少 シ ク異 ル.

即 チ後 腸 開 口部 ハ前 例 ニ比 シ テ遙 ニ頭 方 ニ 移動 シ

テ總 排 泄 腔 背 壁 頭端 部 ニ開 口 スル ヲ見 ル.サ レ ド

此 開 口部 ニ於 ケル 内腔 ハ 極 メテ狹 ク,僅 ニ粘 膜 間

ノ間 隙 ニ ヨ リテ交通 シ得 ル ノ ミ.尿 嚢 管 ノUro-

daumニ 開 口 スル背 頭 端 ヨ リ斜背 尾方,尿 生殖竇

ニ向 テUrodaum壁 ハ直線 状堤 状 ニ膨 出 シ,尿 嚢

管 ト原 腎 管 ハ 此 堤 状 膨 出部 ニ

ヨ リテ相 連 ル.輸 尿 管 及 ビ原

腎管 ハ前 記 ノ如 ク動 脈 ノ腹 方

ヲ平 行 シテ尾 方 ニ下 降 シ 凡 ソ

Urodaumノ 尾 端 ノ高 サ ニ於

テ,輸 尿 管 ハ急 角 度 ニ弓 状 ニ

腹 外方 ニ曲 リ原 腎 管 ニ開 口 シ

原 腎 管 ハ此 輸 尿 管 ノ開 口部 ヨ

リ急 ニ弧 ヲ描 キ,腹 内方 ニ 曲

リUrodaumノ 背 外 側 ノ尾 端

ニ開 口 ス.

第6階 梯

第1例 胎 兒 記 號 Nr. 16.

頂臀 徑12.8mm

胎 兒 ハ 尚 ホ半 圓 形 ニ彎 曲 ス

レ ドモ,中 腦 膨 隆 著 明,眼 球

ノ突 出 モ著 シ ク,四 肢 亦 ヨク

發 育 ノ度 ヲ進 メタ リ.聽 器 ハ

愈 々發 育 階 梯 ヲ進 メ,聽 神經

ニ連 リ,迷 路 ノ構 造 ハ複 雜 ノ

度 ヲ加 ヘ,視 器 モ 愈 々發 育 ヲ

遂 ゲ,角 膜 ヲ現 ハ シ,水 晶 體 原基 ハ半 月形 ノ内腔

ヲ殘 シ,未 ダ水 晶體 嚢 ノ域 ヲ出 デザ ル モ,水 晶體

纎 維 ノ發 育 著 明 ナ リ.胸 腹 部 ノ臟 器 即 チ肺 臟,肝

臟,胃,膵 臟 等 悉 ク發育 ノ度 ヲ進 メ.複 雜 多岐 ト

ナ レ リ.本 階 梯 ニ於 テハMuller氏 管 ヲ初 メテ生

ジ,左 側 ノモ ノハ右 側 ノモ ノ ヨ リ約160μ 頭 方 ニ

發 生 シ,頭 方 ハ 漏 斗 状 ヲナ シテ管 腔 ヲ有 ス レ ドモ,

暫 ク ニ シ テ實 質性 ノ細 胞 索 トナル.其 ノ長 サハ左

側 ノモ ノ232μ 右 側 ノ モ ノ224μ ナ リ.而 シ テ コ

レハ 肺臟 原基 ノ部 位 ニ初 マ リ,原 腎 管 ノ外 側 方 ニ

〓 シテ,コ レ ト平 行 シ テ 尾方 ニ下 降 ス レ ドモ,總

排 泄腔 ニ達 スル 事 ナ ク,而 モ末 端 盲端 ニ終 ル.

總 排 泄 腔 ノ發 生状 態

尿 嚢 尾端 ノ横 斷 面 ヲ切 片 ニ就 テ觀 ル ニ(Fig. 6.

A.)大 動 脈 ノ兩 側 ニシ テ少 シク腹 方 ニ ヨ リテ腎盃

原基 ノ横 斷 面 ヲ見 ル.大 動 脈 ノ腹方 正 中線 ニ於 テ,

Fig. 6. A. 45×
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管 腔 ハ「くわい」ノ葉 ノ如 キ形 状 ヲナ シ,外 壁 厚 キ

後 腸 ノ横 斷面 ヲ見 ル.其 ノ外 側背 方 ニハ,原 腎 組

織 ノ外 側 部 ニ於 テ,原 腎管 ノ管 状 ノ横 斷 面 ヲ見 ル.

後 腸 ノ腹 側 ニハ 弓状 ヲナ シ背 腹 ニ壓 平 セ ラ レタル

尿 嚢 ヲ見 ル.其 ノ腹 方ニ ハ2箇 ノ臍 動脈 ノ横 斷 面

ア リ.切 片 ヲ尾方ニ 進 ム レバ 腎盃 ハ次 第 ニ腹 内方

ニ移 動 シ,原 腎管 ハ其 ノ管 腔 ヲ増 大 ス.尿 嚢 ハ次

第ニ 尿 嚢 管 ニ移 行 シ腹 方 ニ移動 ス.尿 嚢 管 ノ右 方

ニア ル憩 室 状膨 出部 ハ本 階 梯ニ 於 テハ萎 縮 シ,退

化 ハ兆濃 厚 ナ リ.尚 ホ切 片 ヲ尾方 ニ進 ム レバ,後

腸 ハ急 ニ管 腔 ▲小 トナ リ,Urodaumニ 接 着 スル

頃 ニハ殆 ド裂 隙状 ノ間 隙 ヲ殘 ス ノ ミ トナ ル(Fig.

6. B.). Urodaumハ 初 メ尿嚢 管 ニ移 行 スル 部 分 ニ

於 テ ハ背 腹2箇 所 ニ内腔 ヲ有 シ,各 背 尾方 ニ向 テ

移 動 シ,後 腸 ノUrodaumニ 接 着 スル部 分 ニ於 テ

ハ管 腔 ハ合 シテ管 腔 横斷 面 ハ不 正菱 形 ヲナ ス.後

Fig. 6. B.

腸 ハ僅 カ ノ間隙 ヲ以 テUrodaumニ 連 絡 スル モ ノ

トス.切 片 ヲ尾 方 ニ進 ム レバ,不 正 菱 形 ノUro-

daum内 腔 ハ次 第 ニ腹方 ノ腔 ヲ消 失 シ テUroda-

almembranト ナ リ,背 方 ハ 橢 圓 形 トナ リ尿 生殖

竇 トナル.此 處 ニハ原 腎 管 ノ外 側背 方 ヨ リ開 口 ス

ル ア リ.後 腸 ノUrodaumニ 開 口 スル部 分ニ 相

當 スル 高 サ ノUrodanm腹 壁ニ ハ外 皮 陷 入 シ テ

Proctdaumヲ 造 ル.Urodaumノ 尾端 ニ於 テ特

ニ 上 皮 ノ一 部 濃 染 セル ヲ認 ム.コ レBursaanlage

ナ リ.

模 型 ニ就 テ之 ヲ觀 ル ニ(Fig. 6. C.) Urodaumハ

不 正 梯 形 ノ横 斷 面 ヲ有 スル,左 右 ニ稍 々扁 平 ナル

嚢 ニ シテ,前 記 ノ如 ク尿 嚢 管 ノ開 口部 ヨ リ後 腸 ノ

開 口部 ヲ經 テ原 腎 管 ノ開 口部 ニ連 ル.管 腔 ノ外 壁

ハ 膨 隆 シ テ堤 状 ヲナ ス.而 シテ總 排 泄 腔 内腔 ノ長

徑 ハ 腹頭 方 ヨ リ斜 背 尾方 ニ向 フ位 置 ヲ トル.後 腸

ハ 厚 キ 管壁 ヲ以 テ 弓状 ニ彎 曲 シ

テUrodaumノ 背壁 中 央部ニ 連

リ,原 腎 管 ハ 兩側 共 背 外方 ヨ リ

腹 内方 ニ彎 曲 シ テUrodaumノ

背 尾端 外方ニ 於 テ接 着 開 口 シ,

コ コ ニ尿 生殖 竇 ヲ造 ル.即 チ原

腎管 ハ尿 生殖竇 ヨ リ彎 曲 シ テ背

外 方 ニ弧 ヲ描 キ,尚 ホ次 第 ニ頭

方 ニ彎 曲 シ,略 ボ 後腸 ノ走 行 ニ

一 致 シ テ頭方 ニ赴 ク 腎 盃 ハ 大

動 脈 ノ總 腸 骨動 脈 分 岐 部 ノ直 頭

方 ニ於 テ其 ノ外 腹 方 ニ上 部 ヲ造

リ,總 腸 骨動 脈 ヲ腹 内方 ニ曲 リ

テ 中 間部 ヲ造 リ.再 ビ其 ノ背 尾

方 ニ於 テ下 部 ヲ造 リ,次 デ輸 尿

管 トナ リテ腹 内方ニ 弧 ヲ描 キ,

原 腎管 彎 曲部 ノ腹 内 方 ニ於 テ之

ニ開 口 ス.尿 嚢 ハ 腹 背 ニ壓 平 セ

ラ レ,横 斷 面 ハ鎌 状 ヲナ シ,後

腸 ノ腹 方 ニ於 テ,初 メ後 腸 ニ近

接 シテ ア レ ドモ,急 ニ斜 腹 方 ニ
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Fig. 6. C.

リ尿 嚢 管 ヲ造 リ,Urodaumノ 背 頭 端 ニ 開 口 ス.尿

嚢 管 ノ憩 室 状 膨 出 部 ハ 萎縮 退 化 シ,僅 ニ尿 嚢 管 ノ

右 側 壁 頭 端 ニ懸 垂 スル ノ ミトナ ル.Kloakenmem-

branハUrodaumノ 腹方 ヲ蔽 ヒorale Afterlippe

ヲ形 成 ス.而 シ テUrodaumノ 尾端 ニ於 テ ハ外 胚

葉 陷 入ニ ヨ リテ漏 斗 状 ノProctdaumヲ 形 成 ス.

Urodaumノ 腹 尾 端 ニハ疵 状 ノBursa Fabriciノ

原 基 ヲ見 ル.

第2例 胎 兒 記 號 Nr. 14. 頂臀 徑16.5mm

本 胎 兒 ハ 外 形 略 ボ 卵圓 形 ニ シ テ,眼 球 突 出 シ,

中腦 膨 出 最 モ 著 明 ニ シテ,四 肢 ノ發 育 ハ前 階 梯 ト

大 差 ナ シ.内 臟 諸器 官 ノ發 育 亦 前階 梯 ト大 差 ナ シ.

Muller氏 管 ハ左 右 高 サ ヲ異 ニ シ,頭 端 ハ各 漏 斗形

ヲナ シテ 原 腎管 ノ腹 外 方 ニ發 生 シ,原 腎 管 ノ走 行

ト略 ボ一 致 シテ 尾方 ニ走 リ,尾 端 ハ索 状ニ 終 ル.

左 側 ハ2680μ,右 側 ハ2540μ ノ長 サ フ有 シ,兩 側

共ニ 肺 臟 原 基 ノ高 サ ニ發 生 ス レ ドモ左 側 ハ右 側 ヨ

リ330μ 頭 方 ニ始 マ リ,右 側 ハ左 側 ヨ リ190μ 尾

方 ニ終 ル.而 シ テ何 レモ總 排 泄 腔 ニ達 ス ル コ トナ

シ.

總 排 泄 腔 ノ發 生 状 態

尿 嚢 管 ノ尾端 ノ高 サ ノ横 斷 面 ヲ見 ルニ(Fig. 6.

D.)大 動脈 ノ外 腹 方ニ 於 テ腎盃 ノ横 斷 面 ヲ見 ル.

其 ノ腹方 ニ ハUrodaumア リ.Muller氏 管 ハ其

ノ尾端 既 ニ消 失 シ テ,原 腎管 ノ ミ蠶 豆 状 ニ稍 々大

ナ ル 管腔 ヲ以 テ原 腎隆 起 ノ腹 端ニ 位 置 ス.後 腸 ハ

管壁 厚 ク内 腔 ハ 皺 襞ニ 富 ミ管 腔 比 較 的廣 シ.尿 嚢

管 ハ 卵圓 形 ノ内腔 ヲ以 テ後 腸 ノ腹 側ニ 位 置 シ,其

ノ内壁 非 常ニ 菲 薄 ナ リ.其 ノ遙 カ腹方 ニ ハ突 端 ニ

Phallushockerア リテ,其 ノ尖 端 ヨ リハ 外胚 葉 陷

入 シテUralriuneヲ 造 ル.切 片 ヲ尾 方 ニ進 ム レバ,

後 腸 ハ次 第ニ 管 腔 小 トナ リ,管 壁 モ從 ツテ薄 クナ

リ,尿 嚢 管 ハ 管 腔 ヲ消滅 シ タル カ ノ感 ア リ.Uro-

daumハPhallushockerヨ リ背 方 ニ長 サ ヲ増 シ

内腔 ハ棍 棒 状 ニ背 方 ニ向 ツテ廣 ク ナ レ リ.此 邊 ニ

至 レバ腎 盃 ノ横 斷 面 消 失 シテ半 月形 ノ輸 尿 管 ノ横

斷 面 ヲ見 ル.更 ニ少 シ ク尾方ニ 到 レバUrodaum

ハ 内腔 極 メテ小 トナ リテ,其 ノ横 斷 面 ハ 頂點 ヲ腹

方 ニ向 ケ タ ル3角 形 ヲ呈 シ,其 ノ頂 點 ヨ リ腹方

Phallushockerニ 向 ツ テ直 線 状 ノUrodaalmem-
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branヲ 形 成 ス.又Proctdaumハ 廣 ク 陷 入 スル ヲ

見 ル(Fig. 6. E.).此 部 ニ於 ケル 原 腎 管 ハ稍 々管 腔

ヲ縮 小 シ腸 管 腔 ノ兩 側 ニ シ テ 少 シ ク背 方 ニ 位 置

ス.其 ノ背 方 ニ於 テ左 側 ハ大 動 脈 ノ腹 内壁 ニ近 ク,

又 右 側 ハ 其 ノ外 側方ニ 狹 長 ノ管 腔 ヲ有 スル輸 尿 管

ヲ見 ル.更 ニ切 片 ヲ進 ム レバUrodaum内 腔 ハ後

腸 ノ開 口 スル ニ ョ リテ菱 形 トナ リ,後 腸 開 口部 ヨ

リ尾 方ニ 於 テハ橢 圓 形 トナル.Proctdaumハ 狹

小 トナ リ遂 ニ内腔 ヲ消失 シ テUrodaalmembran

ト接 着 ス.此 間原 腎管 及 ビ輸 尿 管 ハ益 々腹 方 ニ移

動 シUrodaumニ 近 接 セ ン トスル體 勢 ニ ア リ.尚

ホ切 片 ヲ尾方 ニ追 求 ス レバUrodaumm内 腔 ハ横 橢

圓形 トナ リ,尚 ホ ソ レガ腹 背 ニ壓 平 セ ラ レタル状

態 ニ至 レバ,先 ヅ左 方 ノ原 腎 管 コ レニ 開 口 シ,次

デ右 方 ノ原 腎 管之 ニ開 口 スルニ 至 ル.兩 側 原 腎管

ノ開 口終 レバUrodaum内 腔 ハ殆 ド消 失 シ,僅 ニ

乳 頭 状 又 ハ索 状 ノUrodaumヲ 殘 スニ 至 ル.此 間

輸尿 管 ハ次 第 ニ腹 方 ニ移動 シ,原 腎 管 ニ其 ノ管 腔

ヲ開 口 スル ニ至 ル.Proctdaumノ 尾端 ヨ リ次 第

ニ背 方 ニ花 ノ 咲 キ タ ル カ 如 キ状 ヲ以 テ展 開 スル

EpithelknospeハBursa Fabriciナ リ.

之 ヲ模 型 ニ就 テ見 ルニ(Fig. 6. F.).尿 嚢 ハ 頭方

ニ於 テハ 半 月 形 ノ突 面 ヲ腹 方 ニ向 ケ タ ル横 斷 面 ヲ

有 シ,此 物 尿 嚢 管 ニ移 行 シUrodaumノ 頭端 約 中

央 部 ニ於 テ之 ニ接 着 ス.後 腸 ハ初 メ尿 嚢 ニ擁 セ ラ

レタル 如 ク,尿 嚢 ノ背 方ニ 於 テ比 較 的 厚 キ 管腔 ト

皺 襞 ニ富 メル 内腔 ヲ以 テ初 マ リ,背 尾 方 ニ走 リ總

腸 骨 動脈 ノ高 サ ニ至 レバ急 速 ニ,略 ボ 直 角 ヲ呈 シ

テ腹 方ニ 屈 曲 シ次 第 ニ管 壁 ヲ縮 少 シ テUrodaum

ノ背 頭端ニ 至 リテ之 ニ連續 ス.原 腎 管 ハ 初 メ後 腸

ノ兩 側 背方ニ 於 テ,比 較 的大 ナ ル管 腔 ヲ有 ス レ ド

モ,次 第ニ 腹 内方 ニ弧 ヲ描 キ,走 ル ニ從 ヒ管 腔 狹

小 トナ リ途 中輸 尿 管 ト合 シ,斜 腹 内方ニ 走 リUro

daumノ 尾端 背 方 ニ開 口 シ,コ コ ニ尿 生殖 竇 ヲ造

ル.輸 尿 管 ハ初 メ腎 盃 ヲ造 リ大 動 脈 ノ兩 側腹 方 ニ

起 リ,總 腸 骨動 脈 ノ頭 側 及 ビ尾 側 ニ各上 部,下 部

ヲ造 リ,中 間部 ハ此 兩者 ヲ總 腸 骨 動脈 ノ内方 ヨ リ

連 絡 シ,下 部 ヨ リハ 即 チ輸 尿 管 トナ リ大 動 脈 ト暫

ク平 行 ニ尾 方 ニ走 リ,原 腎管 ノUrodaumニ 開 口

スル 以 前 ニ之 ニ開 口 ス.Urodaumハ 略 ボ梯 形 ノ

横 斷 面 ヲ呈 スル,左 右 少 シク扁 平 ナ ル嚢 ニ シ テ,

其 ノ容 積 ヲ著 シ ク減 ジ タ リ.而 シ テ其 ノ背 外 壁 ニ

Fig. 6. F.
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ハ 縱 位 ノ堤 状 ノ隆 起 ヲ生 ジ,其 ノ背 頭端 ヨ リ背 尾

端 ニ迄現 ハ レ,此 部 ニ 於 テ内腔 比 較 的廣 キ モ,

Urodaumノ 腹 方 部 ハ 管壁 左 右 ヨ リ壓 平 セ ラ レテ

相接 着 シ,内 腔 ヲ失 ヒUrodaalmembramヲ 形 成

シ,其 ノ腹 端 ヨ リハ外胚 葉 ト融 合 シテKloaken-

membranヲ 造 ル.此Kloakenmembranノ 尾 端

ニ於 テ外皮 ノ陷 入 スル ハProctdaumニ シ テ,此

陷 入漏 斗状 ヲ呈 シ.其 ノ最 尾端 ハBursa Fabrici

ニ連 ル.Bursa Fabriciハ 本 階梯 ニ於 テ ハ猶 疣

状 ノ隆起 ナ レ ドモ,表 面 凹突 ア リテ腺樣 ヲ呈 ス.

Proctdaumノ 頭方orale Afterlippeノ 膨 隆 スル

所 ハPhallushockerナ リ.

第3例 胎 兒 記號 Nr. 18. 頂臀 徑17.0mm

胎 兒 ハ外 形 ニ於 テハ前 階 梯 ト殆 ド大差 ナ ク,頭

部 ト尾部 ト少 シ ク間 隔 ヲ置 キ タル 状態 ニ ア リ.中

腦 ノ膨 隆 最 モ著 明 ナ リ.嘴 ハ微 ニ突 出 シ頸 部ニ 接

Fig. 6. G. 22×

シ,眼 窩 ハ胸 部 ニ向 フ.四 肢 モ亦 次 第ニ 發 育 ノ度

ヲ進 メタ リ.

總排 泄 腔 ノ發 生 状 態

切片 ニ ョ リ尿 嚢 尾端 ノ高 サ ニ於 ケル横 斷 面 ヲ見

ル ニ,大 動脈 ノ腹 内方 ニ於 テ,背 外方 ヨ リ斜 腹 内方

ニ走 ル 直 線 状 ノ管 腔 ヲ有 スル 腎盃 ノ横 斷 面 ア リ.

其 ノ腹 方 ニ當 リ後腸 ノ兩 側 ニ弧 ヲ背 方 ニ 向 ケ タル

半 月形 ノ原 腎 管 ヲ見 ル.後 腸 ハ 兩 側原 腎 管 ノ中 央

ニ於 テ稍 々肥 厚 セ ル管 壁 ヲ有 シ,管 腔 ハ巴 状 ヲナ

シ狹 シ.尿 嚢 ハ後 腸 ノ腹 方 ニ於 テ幅 狹 キ管 腔,弧

状 ヲナ シテ横 ハ リ,右 端 憩室 状 膨 出 ア ル部 分 少 シ

ク管 腔廣 シ.尿 嚢 ハ 間 モ ナ ク尿 嚢 管 トナ リ,斜 腹

尾 方 ニ走 リテUrodaumニ 開 口 ス.後 腸 ハ殆 ド直

線 状 ニ尾 方 ニ走 リ,原 腎管 モ コ レ ト平 行 シテ 尾方

ニ 向 フ.腎 盃 ハ 上 部 ハ總 腸 骨 動 脈 ヲ腹 内方 ニ迂 囘

シテ 中 間部 ヲナ シ再 ビ其 ノ背 外 方ニ 出 デ テ 下部 ヲ

造 リ單 管 状 トナ リ大 動 脈 ト平 行

シ テ尾 方ニ 走 ル.コ レ輸 尿 管 ナ

リ.Urodaum頭 端 ノ高 サ ノ横

斷 面 ヲ窺 ヘ バ,先 ヅ腹 端 ニKlo-

akenhockerア リ.此 尖 端 中央 部

ヨ リ外 皮 ニ績 クUrodaalmem-

bran直 線 状 ニ背 方 ニ向 ヒ,其 ノ

背 端略 ボ 卵圓 形 ノUrodaum内

腔ニ 連 ル.此 内腔 ハ 斜 背 尾方 ニ

走 リ尿 生殖 竇 ト交 通 ス.Urodaum

ノ背 方 ニハ小 孔 ヲ有 スル後 腸 ア

リ.外 壁 ハ 厚 ク壁 ノ一 部 ハUro-

daum壁 ニ接 着 ス.後 腸 ノ兩 側

ニ ハ尚 ホ半 月 形 ノ原 腎 管 ア リ.

其 ノ背 方 造 腎 組 織 ノ濃 染 セ ル部

分 ニ シ テ總 腸 骨 動脈 ノ腹 内方 及

ビ背 方,大 動脈 ノ腹 内方 ニ 腎盃

ノ斷 面 ヲ見ル.尚 ホ 切片 ヲ進 メ

テ(Fig. 6. G.)ヲ 見 ルニ,Uro-

daumハ 管腔 此部 ニ於 テ最 モ廣

ク、 長 徑 ヲ腹 背ニ 向 ケ タル 紡 錘
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形 ヲ ナ シ,其 ノ腹 方 ハUrodaalmembranヲ 以

テKloakenhocker中 ヲ腹方 ニ延 ビ 外 皮 ニ連 リ

Kloakenmembranヲ 形成 シ後腸 ハ 僅 ニ空 隙 ヲ有

シ,幽 微 ナ ル 間隙 ヲ以 テUrodaum内 腔 ニ連絡 ス.

後 腸 ノ兩 側 ニ ハ卵 圓 形 ノ管 腔 ヲ有 スル原 腎 管 ヲ見

其 ノ背 方 ニハ 總 腸 骨 動脈 ノ腹 内方 ニ,横 線 ヲ引 キ

タル ガ 如 キ 管腔 ヲ有 スル腎 盃 及 ビV . Cardinalis

ノ内 側 ニ腎盃 ノ上部 ヲ見 ル.尚 ホ 切片 ヲ尾方 ニ追

求 ス レバ,Urodaum内 腔 ハ斷 面 菱 形 トナ リ,「 コ

ル ベ ン」 状 トナ リ,繭 状 トナ リ,次 第ニ 腔 ハ背 腹

ニ壓 平 セ ラ レ,其 ノ左 右 兩端 ニ於 テ原 腎管 ト連 リ,

コ コ ニ尿 生 殖 竇 ヲ造 ル.而 シ テ原 腎 管 ノ開 口部 ハ,

左方 ハ右 方ニ 比 シ テ30μ 頭 位 ニ在 リ.又 尿 生殖 竇

ノ頭 端 ノ高 サ ニ相 當 スル腹 壁 ニ於 テ ハ,外 皮 次 第

ニ陷 入 シProctdaumヲ 形 成 シ,内 ニPhallusho-

ckerヲ 圍 ム.輸 尿 管 ハ次 第 ニ原 腎 管 ノ開 口部 ニ接

近 シ來 リ,蹄 係状 ヲナ シ テ原 腎 管 ニ開 口 ス.原 腎 管

ノ開 口 部 ノ頭 端 ノ高 サニ 於 テUrodaalmembran

ハPhallushockerニ 近 ク小 ナ ル空 隙 ヲ生 ジ,コ ノ

空 隙 ハ次 第 ニ背 方ニ 移 動 シ,初 メハ 長 キ間 隙 状 ナ

ル モ次 第ニ 背腹 ニ短縮 セ ラ レテ圓形 トナ リ,間 モ

ナ ク空 隙 ヲ消 失 シテ終 ル.コ レBursa Fabriciノ

原 基 ナ リ.此 時 期 ニ於 テBursaトProctodaum

トハ管 腔 ノ交通 ナ ン.

之 ヲ模型 ニ就 テ見 ル ニ(Fig. 6. H.)背 側 大動 脈

ハ 上1/3ノ 部 ニ於 テ兩 側 腹 方 ニ向 ツテ總 腸 骨 動脈 ヲ

分 岐 ス.後 腎原 基 ハ大 動脈 ノ兩 側腹 内方 ニ於 テ發

生 シ,其 ノ上部 ハ一 方 總 腸 骨動 脈 ノ背 方 ニ 發生 シ,

一 方 ハ其 ノ腹 方 ニ向 ヒ中 間部 ヲ造 リ
,コ レ ヲ迂 囘

シテ 大動 脈 ノ腹 内方 ニ出 デ下 部 ヲ造 リ,暫 ク尾方

ニ垂 下 シ テ コ コ ニ蹄 係 ヲ造 リ,頭 腹 方 ニ向 ヒ原 腎

管ニ 注 グ.原 腎 管 ハ 後腸 ノ兩 側 ニ於 テ生 ジ,殆 ド

大 動 脈 ト平 行 シ テ尾 方 ニ走 リ,尾 端 ニ略 ボ 扁平,

3角 形 ノ嚢 ヲ造 リ,尾 端 ノ輸 尿 管 ノ開 口 スル ヲ待

チ テ腹 内頭 方 ニ向 ツテUrodaumノ 尿 生殖 竇 ニ注

グ.後 腸 ハ圓 柱 状 ヲナ シ,兩 側原 腎 管 ノ中間 ヲ尾

Fig. 6. H.
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方 ニ走 レ ドモ,暫 ク ニ シ テ總 腸 骨 働脈 ノ高 サ ニ於

テ彎 曲 シ,腹 方Urodaumノ 背 頭端 ニ於 テ之 ニ接

着 ス.尿 嚢 ハ 背腹 ニ壓 平 セ ラ レ,突 側 ヲ腹 方 ニ向

ケ タル 半 月状 ヲナ セ ドモ,須 臾 ニ シテ圓 柱 状 ノ管

トナ リ,斜 腹 方 ニ走 リ,Urodaumノ 頭 端 ニ開 口

ス.尿 嚢 管 ト後 腸 トノ間 ニハ 鞍 部 ヲ造 ル.Uro-

daumハ 略 ボ3角 形 扁平ナル 嚢 ニ シテ殆 ド充實 性

ナ ル モ,尿 嚢 管 ノ開 口部 ヨリUrodaumノ 背 尾 端

ニア ル尿 生殖竇 ニ至 ル間 ハ.嚢 壁 膨隆 シテ,内 ニ大

ナ ル空 洞 ヲ擁 ス.後 腸 トUrodaum内 腔 トハ 僅 ニ

裂 隙 状 ノ間 隙 ヲ以 テ通 ジ〓 ル程 度 ナ リ.Urodaum

ノ背 尾端 ニ於 テ,左 右 兩 側 ノ原 腎 管接 着 部 ノ背 縁

ヨ リ頭方,後 腸 接 着 部 ニ向 フ1條 ノ溝 現 ハ レ,此 物

尾 方 ハ稍 々著 明 ナル モ,頭 方 ニ向 ツテ漸 次 消 失 シ

テ,原 腎管 接着 部 ヨ リ後 腸 接 着 部 ニ至 ル 半 ニ迄 達

ス.Urodaumノ 腹 縁 ヲナ ス1邊 ハUrodaalmem-

branニ ョ リテKloakenmembranニ 連 ル.其 ノ

頭 方 ノ大 部 分ハorale Afterlippeニ シテ 尾端 ノ膨

隆 スル所 ハKloakenhocker竝 ニPhallushocker

ナ リ.生 殖 突起 ノ尾 端 ハ漏 斗 状 ニ陷 没 シ テPro-

ctodaumヲ 造 ル.Urodaumノ 尾 端 ニハ左 右 ヨ リ

少 シク壓 平 セ ラ レタル 圓錐 形 ノ嚢 懸垂 ス.Bursa

Fadriciナ リ.本 階 梯 ニ於 テ ハProctadaumト

Bursa Fabriciト ハ管 腔 ヲ以 テ 交 通 セ ズ.尚 ホ

Bursastielモ 發 現 セ ザル状 態 ニア リ.

第7階 梯 胎 兒 記 號 Nr. 19. 頂臀 徑21.5mm

胎 兒 ハ 項部,頸 部 及 ビ臀 部 ニ於 テ彎 曲 シ,長 橢

圓 形 ヲナ シ,頭 部 ハ 約 全體 ノ半 分 ノ容 積 ヲ占 ム ル

ガ如 ク,既 ニ嘴 ヲ生 ジ,四 肢 モ次 第 ニ延 長 シ,嘴

ハ 胸 部 ニ接 セ ン トス.頸 部 ハ 非 常 ニ延 長 シ,鳥 類

固有 ノ不安 定 ノ觀 ヲ呈 ス.内 臟 各臟 器 ノ發 育階 梯

ヲ省 略 シ直 チ ニ 總排 泄 腔 ノ發 生状 態 ニ移 ラ ン ト

ス.

總 排 泄腔 ノ發 生 状 態

先 ヅ尿 嚢 管 尾端 ノ切 片 ヲ見 ル ニ,腹 方 端 ニ於 テ

Phallusノ 膨 出 スル ヲ見 ル.其 ノ背 方ニ内 腹 壁 ニ

接 シ テ極 メ テ菲 薄 ナ ル破 壞 セ ル尿 嚢 管 ノ横 斷面 ヲ

見 ル.其 ノ背方 ニ極 メテ厚 キ壁 ヲ有 ス ル後 腸 ヲ見

ル.其 ノ内 腔 ハ 山 形 ヲナ シ比 較 的 狹 隘 ナ リ.後 腸

ノ兩 側 ニ於 テ 卵 圓形 ノ原 腎 管 ノ横 斷 面 ヲ見 ル.原

腎 管 ハ 左 方 ヨ リモ右 方 ノ管 腔 少 シク大 ナ リ.原 腎

管 ノ腹 端 ニ接 シ テ小 ナ ル管 腔 ヲ有 スルMuller氏

管 ヲ見 ル.左 方 ハ 圓柱 状 ヲナ セ ドモ右 方 ハ背 腹 ニ

壓 平 セ ラ レタ ル圓 柱 状 ヲナ ス.而 シ テ右 方 ノモ ノ

ハ左 方 ノモ ノ ヨ リ其 ノ容 積 大 ナ リ.兩 側 ノV. Car-

dinalisノ 内腹 方 ニ當 リ半 月形 ノ輸 尿 管 ノ斷 面 ヲ

見 ル.尚 ホ尾方 ニ切 片 ヲ進 ム レ バ尿 嚢 管 ハUro-

daumニ 移 行 ス.Urodaum内 腔 ハ 初 メ卵 圓形 ヲ

ナ シPhallushockerト ハUrodaalmemhranニ

ヨリテ連 リ,後 腸 ハ星 芒 状 ノ管 腔 トナ リ,腸 壁 ノ

腹 端Urodaum壁 ト連 ル.尚 ホ 切片 ヲ尾方 ニ追 求

ス レバUrodaum内 腔 ハ菱 形 ヲナ シ,後 腸 ハ其 ノ

管腔 ヲ僅 ニ存 スル ノ ミ.兩 側 原 腎 管 及 ビMuller

氏 管 ハ腹 方 ニ移 動 シUrodaumニ 開 口 スベ キ態 勢

ニァ リ.兩 側 輸 尿 管 モ亦 位 置ヲ 移動 シ,次 第 ニ腹

方 ニ移 動 シV. Cardinalisノ 遙 カ腹 内方 ニ位 置 ス

ル ニ至 ル.切 片 ヲ移 動 シ テ左 側 原 腎管 ノ開 口 部 ノ

部 位 ヲ見 レハ(Fig. 7. A.). Phallushockerハ 外

胚 葉 陷 入 ニ ヨ リ兩 側 ノ外 皮 ニ ヨ リ半 分 覆 ハ レタル

如 キ状 態 ニア リ.此 外 胚 葉 陷 入 ハ 尚 ホ 尾方 ニ於 テ

Proctodaumヲ 形 成 スベ キ運 命 ニ ア リ.Urodaum

内腔 ハ長 徑 ヲ左 右 ニ向 ケ タ ル不 正菱 形 ヲ呈 シ,其

ノ 左端 ハ 左 側原 腎管 ト連 リMuller氏 管 ハ原 腎 管

ノ 内側 ニ於 テ之 ニ接 シ,長 橢 圓 形 ヲナ シ極 メテ僅

ノ管 腔 ヲ 有ス.右 側原 腎管 ハ 尚 ホ遠 クUrodaum

ト隔 リ,Muller氏 管 モ尚 ホ腹 方 ニ位置 ス.兩 側

輸 尿 管 ハ 尚 ホV. Cardinalisノ 腹 内 側 ニ半 月形

ヲ呈 シテ 位 置 ス.後 腸 ハ此 部 位 ニ於 テ ハ全 ク管 腔

ヲ消 失 ス.尚 ホ切 片 ヲ尾 方 ニ進 メテ左 側原 腎管 ノ

Urodaumニ 開 口 ス ル部 位 ヲ見 レバ 完 全 ニPro-

ctodaumヲ 形 成 スル ニ至 ル.右 側 原 腎管 ノ開 口

ス ル部 ニ至 レバUrodaum内 腔 ハ全 ク 消失 シ,僅

ニ右 側 ノ尿 生殖 竇 ヲ殘 スノ ミ トナ ル.Muller氏 管

ノ關 係 ハ左 側 ト同 ジ ク原 腎 管 ノ尿 生 殖竇 開 口 以前
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ニ原 腎 管 内 側壁 ニ接 着 ス.

Proctodaumモ 左 右 徑 ヲ

減 ジ遂 ニ管 トナ リ,次 第 ニ

背 尾 方 ニ 發 育 シ ツ ツ ア ル

Bursa Fabriciニ 連 ルモ ノ

ナ リ.輸 尿 管 モ次 第 ニ腹 方

ニ移 動 シ遂 ニ原 腎 管 ニ開 口

ス.而 レテ左 側 ノ モ ノ右 側

ノモ ノ ヨ リ早 期 ニ開 口 ス.

之 ヲ模 型 ニ就 テ 見 ル ニ

(Fig. 7. B.) Urodaumハ 著

シク左 右 ニ扁 平 ニシ テ尖 端

ヲ腹方 ニ向 ケ タル3角 形 ノ

斷 面 ヲ表 ハ ス嚢 状 ヲナ シ,

其 ノ尖 端 ニ於 テ ハPhallus

膨 大 シ テ 突 隆 ス.Phallus

ハUralrinneニ ヨ リテUro-

daalmembranニ 連 ナ リ

Urodaum内 腔 ト連 絡 ス.

Urodaumノ 頭 端 中 央 ハ尿

Fig. 7. A. 22×

Fig. 7. B.

嚢 管 ノ切 斷面 ニシ テ右 側背 方 ニハ 尿 嚢 部 憩 室 状膨

出部 ノ尖 端 懸 垂 セ リ.後 腸 ハ 弓状 ヲナ シ テUro-

daumノ 背 壁 頭 端,尿 嚢 管 接 着 部 ノ背 側 ニ接 着 シ,

後 腸Urodaumノ 管腔 ハ殆 ド交 通 スル餘 地 ナ キモ

ノ ノ如 シ.後 腸 ノUrodaum接 着 部 ノ尾 端 ヨリ左

右 兩 側 尾方 ニ向 ツテ 懸垂 セ ル嚢 状 物 ハ,所 謂 尿 生
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殖 竇 ニ シテ原 腎管 ハ 之 ニ開 口 ス.Muller氏 管 ハ 原

腎 管 ノ腹 方 ヲ之ニ 沿 ヒ テ走 リ,原 腎 管 ノ尿 生 殖 竇

ニ開 口 スル直前 ニ於 テ其 ノ内方 ニ接 着 ス.輸 尿 管

ハ遙 カ背 方,大 動脈 ノ腹 内方 ヨ リ殆 ド弓状 ヲナ シ

テ腹 方 ニ向 ヒ,尿 生 殖 竇 ニ至 ル以 前 ニ於 テ原 腎 管

ニ開 口 ス.Phallusノ 尾端 ニ於 テ漏 斗 状 陷 凹 ヲ示

スモ ノハProctodaumニ シ テ底 面 ニア ル管 腔 ヲ

以 テUrodaumノ 尾端 ヨ リ背 尾方 ニ至 リ膨 大 セ ル

Bursa Fabriciニ 連 ル.

第8階 梯 胎 兒記 號 Nr. 13. 頂 臀 徑21.5mm

胎 兒 ノ頭 部 ハ略 ボ球 形 ニシ テ,眼 窩,嘴 ヲ觀 察

シ得.頸 部 ハ長 ク,之ニ 連 ル體 部 ハ頭 部 ヨ リモ小

サ ク見エ,四 肢 ハ 益 々 ヨ ク發 育 シ,腹 部 ハ 附着 莖

ニ連 ル.嘴 ハ臍 部ニ 接 シ,全 體 トシ テ圓 筒 形 ヲ呈

ス.

總 排 泄腔 ノ發生状 態

Phallushockerノ 中央 部 ノ横 斷 面 ヲ見 ル ニ,

Phallusノ 腹 端 中 央部 ヨ リ背 方 ニ向 ヒUralrinne

ヲ有 ス.胎 兒 腹壁 腑 側 面 ニ ハ背 腹 壓平 セ ラ レ,略

ボ 弓状 ヲナ ス尿 嚢 ノ斷 面 ア リ.其 ノ中央 ヲ背方 ニ

位 置 スル 巴状 ノ内腔 ヲ有 シ管 壁厚 キ後 腸 ア リ.略

ボ3角 形 ヲナ ス.後 腸 ノ兩 側 ヨ リ背 方ニ 向 ヒ廣 大

ナル原 腎 ア リ.原 腎組織 ノ外 側 中央 ニ 濃 染 セ ル

Muller氏 管 ア リ.其 ノ腹 方 内 側 ニ當 リテ原 腎管 ノ

横斷 面 ヲ見 ル.大 動脈 ノ兩 側濃 染 セ ル組織 中 ニ數

箇宛 ノ後 腎 ノ横 斷 面 ヲ見 ル.コ レ等 ハ 合 シテ 腎盃

ヲ造 リ,總 腸 骨 動脈 ヲ圍 ミ遂 ニ輸 尿 管 ニ連 ル モ ノ

ナ リ.Phallusハ 尾方 ニ至 ルニ 從 ヒ次 第 ニ縮 小 シ

Proctodaumハ 外 皮 ニ ヨ リ包 圍 セ ラ レ漏 斗状 ト

ナ リ,其 ノ空 隙 ハ 次第ニ 縮 小 シ斜 尾 背 方 ニ赴 ク.

Uralrinneモ 次 第ニ 背 尾方 ニ移 動 シUrodaum

内腔ニ 連 ル.尿 嚢 モ壓 平 セ ラ レ タル儘 尾方 ニ下垂

シ,後 腸 ハ管 腔 非 常 ニ皺 襞ニ 富 ミ,其 ノ横 斷 面 ハ

全體 トシ テ卵 圓 形 ヲ呈 ス.Muller氏 管,原 腎管

ハ次 第 ニ原 腎 ノ外 側壁 ヲ腹方 ニ 移 動 シ ツ ツア リ.

Urodaum頭 端 ノ高 サ ヲ觀 察 スル ニ,最 モ腹 端 ハ

Proctodaum背 腹2條 ノ皺 襞 トナ リ,其 ノ間 ノ管

腔 ヲ殆 ド消 失 ス.Urodaalmembranハ 略 ボ菱 形

ノUrodaum内 腔 ニ接 續 ス.而 シテ背 方 尿 嚢 ハ略

ボ3角 形 ノ腔 ヲナ シ,其 ノ頂 點 ハUrodaum内 腔

ト接 續 シ,將 ニ之 ニ開 口セ ン トス.尿 嚢 ノ背 方 之

ニ近 ク圓 形 ヲナ セ ル後 腸 ヲ見 ル .其 ノ管 腔 ハ次 第

ニ皺 襞 ヲ減 ジ來 レ リ.Muller氏 管,原 腎 管 モ 亦

腹 方 ニ移 動 シ ツ ツア リ.後 腎 モ 單 管状 ヲナ シ 中間

部 ヲ形 成 ス.尿 嚢 管 ノ 開 口部 ハ 直 チ ニ 消 失 シ.

Urodaum内 腔 ハ梨 子 状 トナ リ.尿 嚢 ハ依 然 トシ

テUrodaumノ 背 壁 ニ接 シ テ尾 方 ニ降 ル.尚 ホ

切 片 ヲ尾 方 ニ進 ム レバUrodaum内 腔 ハ菱 形 トナ

リ,ProctodaumハBursastielト ナ リ,中 ニ ハ小

ナ ル管 腔 ヲ有 ス.UrodaumトBursastielト ノ間

ニ ハUrodaalmembranア リ.尿 嚢 ハ依 然 トシ テ

Urodaum壁 ノ背 方 ニ ア リ.其 ノ背 方 ニ ハ後 腸 圓

形 ヲナ シ テ存 在 シ,其 ノ管 腔 ハ 巴 状 ヲ呈 ス.尚 ホ

進 行 ス レバUrodaum内 腔 ハ 菱 形 ノ兩 側突 起 部 延

長 シ,背 腹徑 ヲ減 ジ テUrodaalmembran消 失 ス.

尚 ホ切 片 ヲ尾方 ニ進 ム レバUrodaum内 腔 ハ 山 形

ヲ呈 シ,其 ノ中 間部 ノ空 隙 ハ後 腸 ニ接 續 スル 部 分

ニ シ テ,兩 側端 ハ尿 生殖 竇 ヲ形 成 スル部 分 トス.

Bursastielハ 此 邊 ヨ リ周 圍 ニ花 瓣 ノ如 キ腺 組 織 ヲ

造 リBursa Fabriciニ 移 行 ス.尿 嚢 ハUrodaum

壁 ヲ離 レテ腹 腔 中 ニ遊 離 シ,後 腸 ハ 尚 ホ 巴状 ノ管

腔 ヲ以 テ尿嚢 ノ背 方 ニ ア リ.尚 ホ 切片 ヲ進 ム レバ

兩 側 ノ尿 生殖 竇 ノ管 腔 殘 存 シ,中 央部 ノ管 腔 消 失

シUrodaum壁 ニハ,後 腸 ノ 末端 ガ充實 性ニ 接 着

セ ル ヲ見 ル,尿 生 殖竇 ノ外 壁 ハ 腹 腔 内 ニ突 隆 スル

ニ至 ル.尿 嚢 ハ 尚 ホ殘 存 シ,後 腸 モ腹 腔 中 ニ懸 垂

ス.Muller氏 管 ハ尿 生 殖 竇 ノ頭 端 後壁ニ 近 ク.

原 腎 管 ノ開 口部 ヨ リ内側ニ 於 テ盲 端 ニ終 ル 輸 尿

管 ハ原 腎 管 ノ腹 方 ニ於 テ之 ニ開 口 ス(Fig. 8. A)

ニ於 テ見 ル ガ如 ク,最 腹 端 ニBursa原 基 ア リ.腹

腔 内 ニ背 方 ニ突 出 セ ル部 分 ハ後 腸 末 端 ニ シテ 充 實

性 ナ リ.其 ノ兩 側 ニハMuller氏 管,原 腎 管,輸

尿 管 ノ各1對 ガ斷 面 ヲ呈 ス.Bursa原 基 ハ 尾 方 ニ

至 ル ニ從 ヒ膨 大 シ横 徑 ヲ増 ス.而 シ テ 中央 ニ狹 キ
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内腔 ヲ有 ス.後 腸 トUrodaum

壁 ニ至 ル 閉鎖 距 離 ハ40μ ナ リ

後 腸 ハ 蹄 係 状 ヲナ シ テ此 閉鎖

セ ル 後 腸 ニ連 リ,次 デUro-

daum背 壁 エ連 ル.從 テUro-

daum内 腔 トハ完 全 ニ隔 離 セ

ラ レタ リ.

之 ヲ模 型 ニ就 テ觀 ル ニ(Fig.

8. B.).總 排 泄 腔 ノ尾 端 ハ 頭方

ニ略 ボ180° 其 ノ位 置 ヲ廻 轉 シ

爲 メニ 總 排 泄 腔 ハ恰 モ頭 尾 轉

倒 シ タル如 キ觀 ヲ呈 シ,尾 方

部 ハ尿 嚢 開 口部 ヨ リ頭 方 ニ位

置 シ テ尿嚢 ノ腹 方 ノ 胎 兒 腹 側

壁 ニ隣 接 シ テ存 シ,此 物 頭 腹

方 ニPhallusノ 横 斷 面 ア リテ

Uralrinneノ 存 在 スル ヲ見 ル.

Phallusノ 尾 端 ニハ 漏 斗 状 ト

ナ リシProctdaumア リテ其

Fig. 8. A. 22×

Fig. 8. B.
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ノ末 端 管腔 状 トナ リBursastielヲ 形成 シ,遙 カ

延 長 セ ルBursa Fabriciニ 連 ル,Urodaumハ 略

ボ3角 形 ノ側 面觀 ヲ有 スル,左 右 ニ扁 平 ノ嚢 ニ シ

テ,頭 方ニ 轉 ジ タル尾 端 部尖 端 ハUralrinneニ 連

リ,Urodaumハ 内腔 ハ此 部 ヨ リ背 尾 方ニ 斜 ニ連

リ,Urodaum内 腔 トBursastielト ノ間 ハUro-

daalmembranト ナル.Urodaumノ 背 側約 中間

部 ニハ,頭 尾 兩側方ニ 巨 大ニ 擴 大 セル 扁 平 ナ ル尿

嚢 ノ中央 部 ヨ リ發 生 セ ル細 キ尿嚢 管 開 口 ス.Uro-

daumノ 背 尾端 ニハ尿 嚢 ハ背方 ニ生 ジタ ル後 腸 ガ

尾方 ニ垂直ニ 下 降 シ,總 腸 骨 動脈 ノ高 サ ニ於 テ蹄

係 ヲ造 リ頭 腹 方 ニ彎 曲 シ テ充實 性 トナ リ テ 接着

ス.後 腸 ノ接 着 部 ノ兩 側ニ ハ 尾外方 ニ膨 隆 セ ル尿

生 殖實 ヲ造 ル.其 ハ腹 側壁 ニハ輸 尿 管 開 口 シ,外

側ニ ハ原 腎管 開 口 シ,其 ハ背 頭 方ニ ハMuller氏

管盲 端 ヲ以 テ壁 中ニ 終 ル.M氏 管 ハ初 原 腎 管 ノ背

Fig. 9. A. 22×

外 側ニ ア レ ドモ,原 腎管 ハ彎 曲部ニ 於 テ ハ,其 ノ

背 側 乃至 尾 側ニ 接 シテ ア リ.ソ レヨ リ頭 腹 方ニ 赴

ク ニ及 ビ原 腎 管 ハ内側 ニ 曲 リ尿 生 殖竇ニ 至 レバ其

ノ背 側ニ 終 ル.後 腎 ハ 總 腸 骨 動 脈 ノ頭 尾兩 側 ニ於

テ腎 盃 ヲ造 リ,其 ノ尾 端 ヨ リ輸 尿 管 トナ リテ 原 腎

管 ノ外 側 尾方 ヲ遙 カニ 腹 方ニ 彎 曲 シ テ尿 生殖 費 ノ

腹 外方 ヨ リ之 ニ開 口 ス.

第9階 梯 胎 兒 記 號 Nr. 26. 頂 臀 徑21.5mm

胎 兒 全體 ハ卵 形 ヲナ シ,頭 部 ハ 依然 全 體 約1/2

ヲ占 メ眼 窩 突 出 シ眼球 ヲ透 視 シ得.嘴 ハ 益 々長 ク,

前 後ニ 分 レ腹 部ニ 接 觸 ス.四 肢 モ益 々發 育 シ長 大

トナ ル.腹 部 ハ 尚 ホ 附着 莖 ヲ有 ス.

總 排 泄腔 ノ發 生 状 態

本 連 續 切 片ニ 於 テ尿 嚢 ノ末 端ニ 於 ケル 高 サ ノ横

斷 面 ヲ見 ルニ,腹 腔 ノ中 央ニ 於 テ連軸 状 ノ管 腔 ヲ

有 スル後 腸 ノ横 斷 面 ヲ見 ル.其 ノ兩側ニ 於 テ腹 腔

ノ體 壁 ヨ リ堤 状 ニ隆 起 セ ル部 分

ノ最 腹 端ニ 圓 形 ノMuller氏 管,

其 ノ背 方ニ 長 橢 圓 形 ノ管 腔 ヲ有

スル原 腎 管 ノ横 斷面 ヲ見 ル.其

ハ背 方 造 腎 組 織 中 ニ輸 尿 管 ノ横

斷 面 ヲ見 ル.視 野 ヲ轉 ジ後 腸 ノ

腹 方 ニ於 テ極 メテ菲 薄 ナ ル壁 ヲ

有 スル不 正 梯 形 ヲナ ス尿 嚢 ノ尿

嚢 管ニ 移 行 スル直 前 ノ横 斷 面 ヲ

見 ル.其 ハ腹 方 ニ ハ臍 動脈 ノ横

斷 面 ヲ見Urodaum竝 ニPro-

ctdaumノ 部 分 ハ 片影 ダ ニ見 エ

ズ.次 第 ニ切 片 ヲ尾 方ニ 進 メテ

Urodaum頭 端 ハ横 斷 面 ヲ見 レ

バ(Fig. 9. A.).先 ヅ腹 腔 ノ中 央

部ニ 橢 圓 形 ノ車 軸 状 ノ管 腔 ヲ有

スル後 腸 ノ横 斷 面 ヲ見 ル.其 ノ

腹 端 ハUrodaum壁 ニ連 ル.後

腸 ノ兩 側 堤 状 ノ隆起 中ニ 於 テ最

腹 端ニ 圓 形 ノ横 斷 面 ヲ 有 ス ル

Muller氏 管 ア リ.其 ノ背 方 ノ
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右 側 ハ水 禽 ノ空 中 ヲ飛 翔 スル ガ如 キ,左 側 ハ略 ボ

2等 邊3角 形 ノ如 キ横 斷 面 ヲ有 スル原 腎 管 ヲ見 ル.

腎盃 ハ大 動 脈 ノ兩 側 ニ於 テ造 腎組 織 中 ニ横 線 ヲ引

キ タ ル ガ如 キ横 斷 面 ヲ有 ス ル ヲ見 ル.尿 嚢 管 ノ横

斷 面 ハ 既 ニ消失 シ,Urodaum壁 ノ背 右 側 ニ僅 ニ

尿 嚢 憩 室 状 膨 隆部 ノ横 斷 面 ヲ見 ル.Urodaum壁

ハ後 腸 壁 ト接 續 ス レ ドモ,相 互 ノ管 腔 ハ連 續 セ ズ,

腹 壁 ノ中央 部 ニ於 テ僅 カ ニ3角 形 ヲ呈 スル小 ナ ル

Urodaum内 腔 ヲ見 ル ノ ミ.腹 端 ニ於 テ ハ外 皮 陷 入

シ テ「ギ ボ シ」状 ヲ呈 スル巨 大 ナルPhallusノ 縱 斷

面 ヲ見 ル.切 片 ヲ更 ニ尾方 ニ進 ム レバUrodaum

内腔 ハ不 正 菱 形 ヲナ シ,腹 端 ハPhallusrinneニ

連 リ,背 方 ハ後 腸 ニ連 績 シ居 レ ドモ管 腔 ノ疎 通 ハ

認 メ ラ レズ.所 謂Epithelpfropfヲ 形 成 ス.原 腎 管

及 ビMuller氏 管 ヲ含 ム原 腎隆 起 ハ 次 第 ニ延 長 シ

テUrodaumノ 側 壁 ニ接 着 シ テ原 腎 管 及 ビMuller

氏 管 ハUrodaumノ 兩 側背 尾 端 尿 生 殖竇 ニ開 口セ

ン トスル態 勢 ヲ示 ス.尚 ホ次 第 ニ切 片 ヲ尾方 ニ進

ム レバ,先 ヅ右 方 ノ原 腎管Urodaumニ 開 口 シ,

次 デ左 方 之 ニ開 口 ス.M氏 管 ハ 原 腎 管 開 口部 ノ背

側 ニ,輸 尿 管 ハ 腹 方 ニ位 置 ス(Fig. 9. B.).此 切 片

ニ於 テ 見 ル が如 クUrodaum内 腔 ハ 僅 ニ横 裂 ト

シ テ殘 リ,尿 生 殖 竇 ノ生殖 竇 ノ斷 面 ヲ殘 スノ ミ.

Urodaalmembranハ 腹端 ニ於 ケル,外 胚 葉 陷 入

Fig. 9. B. 30×
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Fig. 9. C. 22×

ニ ヨ リテ形 成 セ ラルルProctodaumニ 接 シ テ僅

カ ニ存 ス.輸 尿 管 ノ頭 端 ハ,原 腎 隆起 中 ニ其 ノ背

端 ニ存 ス.尚 ホ 切片 ヲ進 ム レバProctodaum内

腔 ハ次 第 ニ縮 小 シ,遂 ニBursastielニ 移 行 ス.

Bursastielハ 中 ニ管 腔 ヲ有 シ,Bursa Fabriciノ

内腔 ト交 通 ス.腺 組 織 ハ排 泄 管 ノ周 ニ菊 花 状 ニ排

列 ス(Fig. 9. C.).

之 ヲ模 型 ニ就 テ見 ル ニ(Fig. 9. D.).尿 嚢 ハ 頭

端 ノ斷面 橢 圓 形 ヲ呈 シ,右 方 ニハ 憩 室 膨 出部 ヲ有

シ,尾 方 ニ懸 垂 ス.尿 嚢 ハ須 臾 ニ シ テ其 ノ腹 方 端

ヨ リハ斜 腹 尾 方 ニ走 ル管 ニ移行 シ,Urodaumノ

頭端 背 側部 ニ近 ク接 着 ス.Urodaumハ2等 邊3

角形 ノ嚢 状 ヲ呈 シ,腹 方 ハ大 部 分 菲 薄 ニ シテ所 謂

Urodaslmembranヲ 造 リ,頭 端 ニ 近 ク 腹 方 ニ

Phallusニ 連 リ,其 ノ尾 方 ニハ漏 斗状 ノProcto

dauuア リテ,此 管腔 ハUrodaalmembranノ 腹

端 ニ按 シテ,斜 背 尾方ニ 走 リ所 謂Bursastielヲ 造

ル.此 部 ハ 總排 泄 腔 ノ背 尾 端 ヨ リ後 腸 ノ斜 背 尾 方

ニ迄 發 育 セ ルBursa Fabliciニ 連 ル.Urodaum

ノ背 壁 ノ頭 端 ニ向 ツテハ,遙 カ背 方 ヨ リ彎 曲 シ テ

恰 モ「マ ドロ スバ イブ」ノ加 キ形 ヲナ ス後 腸 接 着 シ

來 ル.Urodaum背 壁 尾端 ヨ リ少 シク 頭方 ニ於 テ

背 腹 ニ壓 平 セ ラ レ頭 尾 ニ長 キ膨 隆 部 ヲ見 ル.コ レ

尿 生殖 竇 ニ シ テ遠 ク大動 脈 ノ腹 内方 ヨ リ弧 ヲ描 キ

テ集 注 シ來 リ,背 方 ヨ リ數 ヘ テ 輸 尿 管,原 腎 管

ノ2管 コ レニ相 前 後 シテ 開 口 シ,Muller氏 管 ハ

Urodaum壁 ニ接 着 ス.
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Fig. 9. D.第10階 梯 胎 兒 記號 Nr. 24. 頂 臀 徑42.5mm

胎 兒 ハ 既 ニ全 身 ニ羽 毛 ヲ生 ジ,嘴 ハ2枚 強 大 ニ

發 育 シ テ下肢 ニ接 近 シ,頭 部 ハ鳥 類 固 有 ノ渦 卷 状

ニ シ テ,彎 曲 セ ル細 長 キ頸 部 ニ依 リ體 部 ニ連 リ,

眼 裂 ヲ生 ジ,角 膜 ハ牛 透 明 一見 ユ.上 肢 ハ 細 毛 ヲ

生 ズ レ ドモ尚 ホ翼 ヲ生 ゼ ズ.下 肢 ハ強 大 ニ發 育 シ

テ蹼 ヲ生 ズ.

總 排 泄 腔 ノ發 生状 態

後腸 ノ尾端 ノ高 サ ノ横 斷面 ヲ見 ル ニ,後 腸 腔ハ

非 常 ニ皺 襞 ニ富 ム粘 膜 ニテ圍 マ レ居 レ ドモ,全 體
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トシテ略 ボ橢 圓形 ニ星芒 ヲ附 シ タ ル状 態 ニ ア リ.

管 壁 ハ非 常 ニ厚 ク長橢 圓形 ヲ呈 ス.其 ノ兩 側 ニ右

方 ハ 少 シ ク離 レテ最 モ腹 方 ニMuller氏 管 ア リ.

其 ノ背 方 ニ原 腎 管,其 ノ背 側 ニ輸尿 管 ア リ.左 方

M氏 管 ハ右 方 ヨ リ管 腔 大 ナ リ.後 腸 ノ右 側腹 方 ニ

當 リ腹壁 ニ近 ク尿嚢 ノ横 斷面 ヲ見 ル.其 ノ壁 ハ 凹

凸不 平 ニシテ 多 クノ皺 襞 ヲ見 ル.後 腸 ハ次 第 ニ皺

襞 ヲ減 ジ管 腔 略 ボ橢 圓 形 ニ シ テ廣 濶 トナ リ,管 壁

厚 クCoprodaumニ 移 行 ス.尿 嚢 ハ尿 嚢管 ニ移 行

シ テCoprodaumト 平 行 シ テ 尾方 ニ 下 降 シ遂 ニ

Coprodaum壁 ト癒 着 シ,一 方Coprodaumモ 管

腔 ヲ縮 小 シ壁 厚 ク ナ リ遂 ニ盲 端 ニ終 ル.但 シ其 ノ

尾端 腹方 ニ於 テハUrodaumトEpithelpfropfノ

連 絡 ヲ有 ス.尿 嚢 管 ハUrodaumノ 腹 側頭 方 ヨ リ

尚 ホ尾方 ニ向 ツ テ下 降 ス.此 位 置 ニ於 テハM氏 管

モ其 ノ外 壁 ハUrodaumニ 接 シ,Coprodaumノ

背 方 ニ カ ケ テBursa Fabriciノ 頭 端 既 ニ現 ハ ル.

尿 嚢 管 ハUrodaumノ 腹 側 ニシ テ其 ノ頭 端 ヨ リ少

シ ク尾 方 ニ於 テ之 ニ 開 口 ス(Fig. 10. A.)ニ 於 テ之

ヲ見 レバ 最 モ腹 端 ニ於 テ鳥 ノ翼 ヲ擴 ゲ タル ガ如 キ

空 隙 ハ即 チUrodaum内 腔 ニ シテ,其 ノ背方 ニ於

テ菊 花 ノ如 キ腺組 織 ハBursa Fabriciナ リ.其 ノ

中 央 ニハ横 ニ延 々 タル排 泄 管 ヲ有 ス.M氏 管 ハ 既

ニUrodaum壁 ニ浸 入 シ來 リ,左 方 ノ モ ノ右 方 ノ

モ ノ ヨ リ管 腔 大 ナ リ.其 ノ背 外 側 ニ原 腎 管 ア リ.

其 ノ背 内 側 ニ輸 尿 管 ノ斷 面 ヲ見 ル.切 片 ヲ更 ニ尾

方 ニ進 ム レ バUrodaum内 腔 ハ接 近 シ來 リ遂 ニ

其 ノ壁 ニ接 着 ス.次 デ原 腎 管,輸 尿 管 ノ 順序 ニ

Urodaumニ 開 口 ス.而 シ テ左 側 ノモ ノ右 側 ノ モ

ノ ヨ リ頭 位 ニ開 口 ス.尚 ホ吻 合 部 位 ハM氏 管 最

Fig. 10. A. 22×
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Fig. 10. B.

Fi9. 10. C. 22×

モ 頭 方 ニ シ テ 内 側 ニ ア リ.原 腎

管 ハ 少 シ ク外 尾 方 ニ 位 置 シ,輸

尿 管 ハ 最 モ 尾 方 ニ シ テ 外 側 ニア

リ(Fig. 10. B.).切 片 ヲ次 第 ニ

尾 方 ニ 進 ム レ バ,Bursaハ 排

泄 管 ニ 連 リ 腹 方 ハPhallusノ

Uralrinneニ 連 ル.Phallusハ

(Fig. 10. C.)ニ 於 テ見 ル ガ如 ク

Proctdaumノ 腹 端 ニ 於 テ 其

ノ 雄 大 ナ ル 突 隆 部 ヲ 現 ハ ス.

ProdtdauinトBursaFabrici

トハ 明 カ ニ 管 腔 通 ジBursatiel

ヲ有 ス.

之 ヲ模 型 ニ 就 テ見 ル ニ(Fig.

10. D.)ニ 於 テ 見 ル ガ 如 ク,Uro-

daumハ 略 ボ3角 錐 體 ヲ ナ ス.

其 ノ頭 腹 端 ニ ハ 遙 ニ 頭 右 方 ヲ巨

大 ナ ル 尿 嚢 ヨ リ連 レ ノレ細 キ管状
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ノ尿 嚢 管 之 ニ注 グ,尚 ホ頭

端 ニハ充實 性 ノCoprodaum

ノ遠 ク 背 側頭 方 ヨ リ 「S」字

状 トナ リ テ 來 リ接着 ス.

Urodaumノ 背 尾端 ニハ兩

側 ニ巨 大 ナル尿 生 殖竇 ノ膨

出部 ヲ造 リ,其 ノ最 モ頭 背

側 ニMuller氏 管,腹 外 側

ニ原腎 管,其 ノ腹外 側 ニ輸

尿 管 之 ニ 注 グ.Urodaum

ノ腹 尾端 ニハUralrinneア

リテ其 ノ尖端 ハPhallusニ

連 ル.Phallusノ 尾端 ハ漏

斗 状 ニProctdaumヲ 形 成

シ,此 物 ハUrodaumノ 尾

端 ニ可成 大 ナ ル空 洞 ヲ造 リ

短 キBursastielニ 依 リ直

チ ニ大 ナ ル臟 器Bursa Fa-

briciニ 連 絡 ス.Bursa Fa-

hriuiハUrodaumト 大 動

脈 トノ間 ニア ル巨大 ナ ル臟

器 ニシ テ,兩 側 ハ殆 ドUro-

genitalgangeニ 接 シ,頭 方

ハCoprodaumノ 背 尾方 迄發 育 ス.Burse Fabrici

ノ表 面 ハ凸 凹 不平,背 腹 ニ連 ル無数 ノ線 状溝 ヲ有

シ,多 ク ノ腺體 ヨ リ成 リ,中 央 ニ大 ナ ノレ排 泄管 ヲ

有 シ,Bursestiel中 ノ管 腔 ヲ通 リProctdaumニ

開 通 ス.

第4章 總 括 竝 ニ考 察

前 章 ニ於 テ各 海猫 胎 兒 ニ於 ケ ル外 形,一 般 臟器

ノ發 生概 況 ノ簡 單 ナ ル説 明竝 ニ總 排 泄 腔 ノ發 生 状

態 ヲ檢 索 シ テ總排 泄 腔 ノ發 生 ニ密 接 ナ ル 關係 ニ ア

ル 尾腸,Urogenitalgnag,尿 嚢 及 ビ尿 嚢 管 ノ状

況 竝 ニCoprodaum, Urodaum, Proctanaum,

Phallus, Bursa Fabrici等 ノ發 現 消 長 ニ ヨ リ10

階梯 ニ分 チ テ詳 説 シ タル ヲ以 テ,本 章 ニ於 テ ハ其

Fig. 10. D.

ノ各 臟 器 ニ就 テ總 括 的 ニ考察 ヲ試 ミ ン ト ス.

第1節 尾 腸Schwanzdarm

尾腸 ハ第1階 梯 胎 兒 長 徑7.0mn原 節 數25ニ 於

テハUrodaumノ 尾端 後 壁 ヨ リ出 デ菲 薄 ナ ル壁 及

ビ管 腔 ヲ有 シ,延 長 シ テ脊 索 ノ内 側 ヲ尾方 ニ延 ビ

遂 ニ索 状 トナ リ脊 髄 及 ビ脊 索 ヨ リ成 レル 尾端 ノ組

織 ニ接 着 癒 合 ス.所 謂Neuroenterioalstrangノ

状 態 ヲ呈 ス,第2階 梯 胎兒 長 徑6.5mm原 節 數29

ニ於 テハ 尾 腸 内腔 ハ210μ ノ 長 サ ヲ有 シ,Uro-

daumノ 尾 背 端 トSchwanzknospeト ノ間 ヲ弧 状

ヲナ シテ脊 索 ノ 内面 ヲ尾方 ニ走 ル.第3階 梯第1

例 胎 兒長 徑7.5mm原 節數38ニ 於 テ ハUrodaum

尾端 ニ約50μ ノ管 腔 ヲ有 シ テ存 在 シ,管 腔 バ 一且

離 斷 セ ラ レ10μ ノ 間隔 ヲ以 テ又 始 マ リ,脊 索 ノ内
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方 ヲ尾 方 ニ進 ミ次 第 ニ管 腔 ヲ増 シテSchwanzkno-

speニ 終 ル,此 間 ノ長 サ ハ約110μ ナ リ.第2例

胎 兒 長 徑8.51mm原 節數51ニ 於 テハUrodaum

尾端 ノ 尾腸 ハ140μ ニ シ テ管 腔 消失 シ,所 謂Pars

candalis intestiniノ 管腔 ハ350μ ニ達 ス.故 ニ

全 長490μ ナ リ.第3例 胎 兒 長徑8.0mm原 節 數

65ニ 於 テハUrodaum尾 端 ノモ ノハ70μ. Pars

cand. int.ノ 部 分 ハ280μ 合計350μ ナ リ.第4例

胎 兒長 徑8.7mm原 節 數67ニ 於 テハUrodaum尾

端 ノモ ノハ 管 腔 ナ ク,P. cand, int, 120μ ア リ.

第4階 梯 胎 兒長 徑9.5mm神 經 節 數27ニ 於 テハ

Urodaumノ 尾端 ニ充 實 性150μ 長 ノ突 起 ヲ見 ル.

之Scbwanzdarmニ シ テ 以後 其 ノ存 在 ヲ認 メズ.

以上 ノ事 實 ニ ヨ リテ,尾 腸 ハ胎 兒 發 育 ノ初 期 途 上

ニ於 テ 一過 性 ニ發 育 消退 シ.其 ノ胎 兒 ハ發 育 ニ ヨ

リテ最 モ 全長 ノ長 キハ 第3階 梯 第2例 ニ シテ.ソ

レ ヨ リ次 第 ニ短 縮 退 化 シ,第3階 梯 第4例 ニ於 テ

ハPars cand . int.ニ ノ ミ管 腔120μ 存 シ,第1階

梯 ニ於 テ ハPars cand. int.ハ 消失 シ テ唯Uro-

daum尾 端 ニ 充 實性 隆 起 トシ テ50μ 存 在 スル ニ

過 ギ ズ,而 シ テ其 ノ後策5階 梯 第3例 胎 兒 長 徑

12.4mm神 經 節 數38ニ 於 テ ハ見 當 ラズ.鏡 檢 所

見 ニ ヨ レバ,此 退 化 機轉 ハUrodaumノ 接 續 端 ニ

近 ク初 マ リ管 壁 菲 薄 トナ リ第3階 梯 第1例 ニ於 テ

既 ニUrodaum尾 端 ヨ リ50μ ノ所 ニ於 テ離 斷 シ

タ ハ事 ニ ヨ リテモ 明 カナ リ.即 チ尾 腸 ハ 一方 ニ於

テ尚 ホ 發育 途 上 ニ ア リナ ガ テ一 方 ニ於 テ退 化 現 象

ヲ表 ハ ス 以 上 ノ如 ク離 斷 セ ル場 所 ヨ リ尾 端竝 ニ

Urodaum端 ヘ ト退化 ブ進 ムル モ ノナ リ.次 ニ尾

腸 ガ 脊 髄神 經 管 ニ癒 着 スル場 合 管 ニ ヨル 力索状 物

トシ テ按 ス ル カ トイ フ事 ハ,古 來 ヨ リ幾 多 ノ學 者

ニ ヨ リテ論議 セ ラ レ タ リ.即 チ下 等 脊 椎 動 物 ニ於

テ ハ明 カ ニ管 ニ ヨ リテ連 絡 シGasser (1880)及

ビKollikerハ 鳥 類 ニ 於 テ モ 發 生 初 期 ニ於 テ ハ

Ganseニ テ ハ 明 カ ニHuhnerニ テハ 不 明 瞭 ニ

Neuroentencalcanal存 在 ス ト云 ヘ リ.又Lillie

ニ ヨ レバ鮫 類,兩 棲 類,爬 蟲 類 及 ビ家 鴨,鷲 鳥,あ

じ さ し ニ於 テ ハ 管 ニ 依 ル ト雖 モ,余 ノ 海 猫 ニ 於 テ

ハKolliker, Braun等 ノ 鳥 類 ニ於 ケ ル 如 ク管 腔 ヲ

認 メズ シ テ,南 部,山 本 等 ノ如 クNeuroenterical-

strangト シ テ 認 メ タ リ.

第2節 尿嚢 管 トUrodaumト ノ關係

尿 嚢原 基 ハ第1階 梯 ニ於 テ ハ,Urodaumノ 腹

頭 端 ニ少 シク右 方 ニ寄 リテ,小 ナル 膨 隆 部 トシテ

現 ハ レ,第2階 梯 ニ於 テハ,此 膨 隆 部 次 第 ニ頭方

ニ發 育 シ,Urodaumト ノ吻 合 部 ニ頸 部 ヲ有 スル

ニ至 ル.コ レ尿 嚢 管 ノ初 期 ニ シテ,第3階 梯第1

例 胎兒 長 徑7.5nnn原 節 數38ニ 於 テ ハ尿嚢 ハ著

シ ク頭 方 ニ膨 隆 發育 シ,頸 部 ハ細 ク ナ リ管状 トナ

ル.即 チ明 カ ニ尿 嚢 管 トシ テ認 メ得 ル ニ至 ル.尿

嚢 管 ハ初 メ橢 圓 形 乃至 圓 形 ノ管 状 ヲ呈 スレ ドモ階

梯 ノ進 ム ニ ツ レ,或 ハ3角 形 ノ管 状 ヲ呈 シ背 側面

ニ縱 溝 ヲ生 ズ ハルニ至 ル.次 デ小 圓 形管 状 ヲ呈 スル

ニ至 リ,初 期 ニ於 テハUrodaumノ 腹,頭 端 ニ附

着 ス レ ドモ,次 第 ニ細 ク ナ リ斜 背 頭方 ニ走 リ,尿嚢

ニ連 ル樣 ニナ レバ其 ノ附 着部 モ移 動 シUrodaum

ノ背 頭 端 ニ附 着 スル ニ至 ル.本 研 究 ニ於 テハ尿嚢

管 ノ右 側 ニ於 テ,尿 嚢 ヨ リ尿 嚢 管 ニ移 行 スル部分

ニ憩 室 ヲ生 ズ.此 憩 室 ハ第5階 梯 第1例 胎 兒頂臀

徑10,5mm神 經 節 數38ノ モ ノニ表 ハ レ第2例 胎

兒 頂 臀 徑11.4nm神 經 節 數38ニ 於 テ最 モ大 キク

第6階 梯 第3例 胎 兒 頂臀 徑17.0mmニ 於 テハ痕

跡 状 ニ認 ムル ノ ミ.

第3節 UrogenitalgangトUrodaumト

ノ 關 係

原 腎 管,Muller氏 管,輸 尿 管 ハ 各發 生時 期 ハ異

ニ ス ト雖 モ,結 局 ニ於 テ3管 ハUrodaumニ 開 口

スル モ ノニ シ テ,以 下 各 々 ニ就 テ概 説 ヲ試 ミント

ス.原 腎 管 ハ 第1階 梯 ニ於 テ ハUrodaumノ 背外

側方 ヨ リ斜 腹 尾 方 ノUrodaum尾 背端 壁 ニ下降 シ

テ 之 ニ接 ス レ ドモ尚 ホ 開 口 スル ニ至 ラズ.第2階

梯 ニ至 レバUrodaumノ 背 尾 端 ニ膨 隆部 ヲ生ジ此

處 ニ開 口 スル ヲ見 ル.第3階 梯 ニ至 レバUrodaum

壁 ノ膨 隆 倍 々著 明 トナ リ,原 腎 管 モ管 腔 ヲ擴大 ン
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Urodaum壁 ニ接 スル ニ至 リ愈 々膨 大 トナル.第

3階 梯 第3例 胎 兒長 徑8.0mm原 節數65ニ 於 テ ハ

Urodaum背 尾端 ハ背 外方 ニ膨 隆 シ恰 モ原 腎 管 ノ

開 口 ヲ待 ツモ ノノ如 シ.此 膨 隆 部 ハ尿 生殖 竇 ノ原

基 ナ リ.第4例 ニ於 ハ尿 生殖 竇 益 々著 明 トナ リ,原

腎 管 ノUrodaumニ 向 ツテ ノ彎 曲 部 ノ背 方 ニ於 テ

腎芽 ヲ造 ル.第5階 梯第3例 胎 兒 頂臀 徑12.4mm

神 經 節数38ニ 至 レバ 尿生 殖 竇 ハ 略 ボ 完 成 シ,

Urodaumノ 背 尾端 ニ膨 出 シ原 腎管 ヲ導 入 シ,原

腎管 ハ 輸尿 管 ト連絡 スル ニ至 ル.原 腎 管 ノ走路 ハ

各 階梯 ニ於 テ多 少異 レ ドモ,ソ レハUrodaumノ

大小,尿 生殖竇 ノ擴 張方 向 ニ ヨ リテ左右 セ ラ ルル

モ ノ ノ如 シ.一 般 ニハ 大動 脈 ノ腹 外 方 ヲ,コ レニ

平 行 シ テ尾 方 ニ體 軸 ニ從 ツ テ下降 セル原 腎 管 ハ,

Urodaumニ 近 付 ケバ 弓 ヲ造 リ其 ノ背外 方 ヨ リ之

ニ接 着 ス ル モ ノ ナ リ.文 獻 ニ依 レバ,原 腎管 ノ

Urodaumヘ ノ吻 合 ハLillieニ 依 レバ,Gallus

domesticus 31原 節 ノ胎 兒 ニ於 テハ 兩 側原 腎 管 ハ

Urodaumニ 開 口ス ト述 ベ,Boydenニ 依 レバ41

原 節 ノ胎兒 ニ於 テ初 メテ右 側 ノ ミ接 シ,45原 節 ノ

胎 兒 ニ於 テ漸 ク左 側 モ 總排 泄 腔 ニ達 ス ト云 ヘ リ.

本例 ニ於 テハ,第1階 梯25原 節 ノ胎 兒 ニ 於 テハ

Urodaum壁 ニ接 着 ヲ見,第2階 梯29原 節 ノ モ

ハニ於 テ既 ニ其 ノ開 口セ ル 現 タ リ.輸 尿 管 ハ其

ノ原 基 本例 ニ於 テ ハ,第5階 梯 第1例 胎兒 長 徑

10.6mm神 經 節數38ノ モ ノニ發 現 シ タ リ.即 チ

前 第4階 梯 胎 兒 頂 臀徑9.5mm神 經 節數27ノ モ

ノ ニ於 テハ,原 腎 管 ハ彎 曲部 ニ於 テ 可成 發 育 シ タ

ル腎 芽 ヲ見 タル ニ,本 階 梯 ニ於 テ ハ輸 尿 管 ノ發 生

ヲ見 ル.即 チ原 腎 ノ背 方 ニ於 テ發 生 シ,腹 方 ニ彎

曲 シテ原 腎管 ノ彎 曲部 ニ接着 開 口 ス.第5階 梯 第

2例,第3例 ニ於 テハ 次 第 ニ頭 方 ニ發 育 シ,第6

階 梯 第1例,胎 兒 頂 臀 徑12.8mmニ 至 レバ總 腸 骨

動 脈 ノ頭 尾兩 側 ニ腎盃 ヲ造 リ,明 カニ上 部,中 間

部,下 部 ヲ區 別 シ得 ル ニ至 ル.以 下 第2例,第3

例 ニ於テモ益々腎盃ノ完成ハ進捗シ,輸 尿管ハ相

變 ラズ腎盃ヨリ腹外方 ニ弧ヲ描キ,原 腎管ヘノ開

口部 ハ次 第 ニ尿 生殖 竇 ニ近 接 シ,第8階 梯 胎 兒 頂

臀 徑21.5mmニ 於 テハ,腎 盃 ヨ リ連 レル輸 尿 管 ハ

腹 内分 ニ弧 ヲ描 キ彎 曲 シ尿 生 殖 竇 ノ腹 側壁 ニ開 口

ス.原 腎 管開 口部 ヨ リ腹 側 ニ在 リ.第9階 梯 胎 兒

頂 臀徑21,5mmニ 於 テ モ 尿 生殖 竇 ニ對 スル 開 口

部 ハ,原 腎 管 ノ ソ レノ腹 方 ニ位 置 ス.第10階 梯 胎

兒 頂臀 徑42.5mmニ 於 テ ハ,輸 尿 管 ノ開 口部 ハ原

腎 管 ノ ソ レ ヨ リ外 側 尾方 ニ位 置 ス.而 シテ輸 尿 管

開 口部 ノ左 右 ノ位 置 ハ常 ニ 山本 ノ言 ヘ ル如 ク,左

側 ノモ ノ右 側 ノモ ノ ヨ リ早 ク開 口 ス.Muller氏 管

ハ最 初 第6階 梯 第1例 胎 兒 頂 尾徑12 .8mmニ 於

テ初 マ リ,位 置 ハ肺臟 原基 ノ高 サ ニ於 テ,原 腎 管

ノ外 側方 ニ,コ レ ト平 行 シテ 尾方 ニ下 リ,頭 端 ハ

漏 斗状 ヲナ シ,次 デ管 腔 状 トナ リ,終 ニ盲端 ニ終

ル.左 側 ノモ ノハ右 側 ノモ ノ ヨ リ約160μ 頭 方 ニ初

マ リ左 側 ハ2320μ 右 側 ハ2240μ ア レ ドモ,總 排 泄

腔 ニ達 スル コ トナ シ.第2例 胎 兒 頂臀 徑16.5mm

ノモ ノハ 左 側2630μ 右 側 ハ2540μ ノ長 サ ヲ有 シ,

左 側 ハ右 側 ヨ リ330μ 頭 方 ニ初 マ リ,右 側 ハ左 側

ヨ リ190μ 尾方 ニ終 ル.而 シ チ猶 ホ總排 泄腔 ニ達

スル 事 ナ シ.第7階 梯 胎 兒 頂臀 徑21 .5mmニ 至 レ

バ,頭 方 肺臟 原 基 ノ高 マ ニ發 生 セ ルM氏 管 ハ 尾方

ニ下 降 シ テ原 腎 管 ノ腹 端 ニ接 シテ 尾方 ニ進 ミ
,原

腎 管 ト共 ニ弧 状 ヲナ シ テ原 腎 管 ノ腹 方 ニ轉 ジ,遂

ニ總 排 泄 腔 ニ接 近 ス レバ,原 腎 管 ノ内 側 ニ進 ミ,

原 腎 管 ノ尿 生殖 竇 ニ開 口 スル直 前 ニ於 テ,原 腎 管

ノ内 側 壁 ニ接 着 ス.而 シ テ右方 ハ左 方 ノモ ノ ヨ リ

大 ナ リ.第8階 梯 胎 兒 頂 臀 徑21.5mmニ 於 テハ

M氏 管 ハ 原 腎管 ノ背 外 側 ニ位 置 ス レ ドモ,原 腎管

ノ彎 曲部 ニ於 テハ,其 ノ背 側乃 至 尾 側 ニ接 シテ ァ

リ.ソ レ ヨ リ頭 腹 方 ニ赴 ク ニ及 ビ,原 腎 管 ノ内 側

ニ曲 リ,尿 生殖竇 ニ至 しバ其 ノ背 側壁 ノ盲 端 ニ終

ル.即 チ原 腎 管 開 口部 ノ背 側 頭 方 ノ位 置 ニア リ.

第9階 梯 胎兒 頂臀 徑21.5mmニ 於 テ ハUrodaum

ノ遙 力背 外方 ヨ リ弧 ヲ描 キ原 腎管 ノ内腹 側 ニ接 シ

テ,背 外方 ヨ リ尿 生殖 竇 ニ集 注 シ來 ル.尿 生殖 竇

ニ近 付 ク ニ從 ヒ,原 腎 管 ノ背 内 側 ニ廻 リ,原 腎 管
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開 口部 ノ背 側 ニ於 テ尿 生殖 竇 ニ 接 着 ス,第10階

梯 胎兒 頂 臀 徑42.5mmニ 於 テハCoprodaumノ

兩 側 ヲ尾 方 ニ下 行 セ ルM氏 管 ハ 尿 生殖 竇 ニ近 付

ク ニ及 ビ,其 ノ背 外方 ヨ リ其 ノ外 側線 ニ於 テ,原

腎 管 ノ 開 口部 ニ比 シ頭方 内 側 ニ接 着 ス.本 階 梯 ニ

於 テハ 兩 側 原 腎 管 共 ニ 略 ボ 同 大 ナ リ.M氏 管 ノ

尿 生殖 竇 ニ 接 着 スル 時 期 ニ就 テ ハ,Hertwig,

Bornhartノ 報 告 ア リテ,本 邦 ニ於 テハ海 野,望 月,

富 岡等 ノColunba domestica,富 岡 ノCoturnix

coturnix jayonicaニ 於 ケ ル檢 索 ニ於 テ モ,大 體

胎 兒 長徑17.0mm原 節 數42孵 卵 日數7日15時

間前 後 ノ時 期 トセ ラ レタ リ.余 ノ場 合 ニ於 テハ,

第8階 梯 胎兒 長 徑21.5mmノ 胎 生 ニ於 テ尿 生 殖 竇

壁 ニ接 着 スル ヲ見,第10階 梯 胎 兒 頂臀 徑42.5mm

ニ至 ル モ尿 生 殖 竇 壁 ニ接 着 スル ノ ミニシ テ,之 ニ

開 口 ス ル ニ 至 ラ ズ.

第4節 Coprodaumノ 形成 ニ就 テ

後 腸 ハ初 メ腸 管腔 形 成 後,第1階 梯 ニ於 テ ハ不

正 菱 形 ノ横 斷 面 ヲナ セ ドモ,次 デ梨 子 状 形 トナ リ,

直 線 状 ノ左 右 ニ扁 平 ナ ル管 腔 トナ リ脊 索 ノ腹 方 ニ

位 置 ス.次 デ 自然 ニUrodaumニ 移 行 シ,腹 方 ニ

尿 嚢 原 基 ヲ造 リ膨 隆 スル ニ至 ル.而 シテ其 ノ移 行

部 ハ判 然 タ ラズ.強 ヒ テ 云 ヘバ,山 本 ノGallus

domesticusニ 於 テ云 ヘ ル如 ク,上 皮 層 が 少 シ ク

稠 密 ナ ル カ ノ感 ア リ.第2階 梯,第3階 梯 第1例

乃 至 第3例 迄 ハ大 體 上記 ノ形 態 ヲ ト レ ドモ,第3

階 梯 第4例 胎 兒 長 徑9.0mmニ 至 レバ,後 腸 ノ管

腔 極 メテ 狹小 トナ リ,管 腔 比 較 的厚 ク,全 體 トシ

テ小 管状 ヲ呈 シ,Urodaumヘ ノ移 行 部 ハ 少 シ ク

背 方 ニ膨 隆 ス.管 腔 ハ 間隙 状 トナ リテ模 刑 ニ於 テ

ハ 鞍部 ヲ形成 ス.此 腸 管 ノ圓 管 状 ヲ呈 スル 現 象 ハ

Colunba domestica, Meleagris galopavo Linne,

Galius domesticusニ モ見 ラ レ タ リ.其 ノ時 期 ハ

南 部,山 本 等 ハ 其 ノ檢 索 動物 ニ依 リテ色 々 ニ云 フ

モ,本 例 ニ於 テ ハ第3階 梯 第4例 ノモ ノ最 モ小 サ

ク,第5階 梯 第1例 胎兒 長 徑10.5mmニ 至 レ ド内

腔 ハ小 ナ レ ドモ,外 壁 厚 ク直 腸 状 ヲ呈 シ鞍 状 ニ背

方 ヨ リ彎 曲 シテUrodaum壁 ニ接 着 シ,Urodaum

内腔 トノ交 通 極 メテ狹 ク,間 隙 状 ニ シ テ 殆 ド交

通 ノ餘 地 ナ キ モ ノ ノ如 シ.第8階 梯 胎兒 頂 臀徑

21.5mmニ 至 レバ,既 ニUrodaumト ノ交 通失 ハ

レ其 ノ間 ニ40μ ノ厚 サ ノEpithelpfropfヲ 以 テ

Urodaum壁 ニ接 着 ス.此 階 梯 ニ於 テ,後 腸 ハ蹄

係 状 ニUrodaumノ 背 尾端 壁 ニ接 着 ス レ ドモ,第

9階 梯 ニ於 テハ,殆 ド水 平 位 ニ於 テUrodaumニ

接 着 シ,後 腸 末端 ハ壁,腔 頓 ニ膨 大 シ所 謂定 型的

ノGoprodaumヲ 造 ラ ン トス ル情 勢 ニア リ.而 シ

テ本 例 ニ於 テ第10階 梯 胎兒 頂臀 徑42.5mmニ 於

テ ハ,後 腸 末 端 「s」字 状 ニ曲 リ「ア ンブル 」状 ヲ呈

シ最 モ定 型 的 ノCoprodaumヲ 造 レ リ.Urodaum

壁 トノ接 着 状 況 ハEpithelpfropfヨ リ成 ル 細 キ

莖 ヲ以 テ ス.所 謂KothkammerヲGadowハ

Coprodaumト 稱 シ タ リ.

第5節 Urodaumノ 總 括 的 考察

Urodaumハ 總 排 泄 腔 中最 モ重 要 ナル 部分 ニシ

テ,初 メハ後 腸 末端 ノ擴 大 セ ル盲 嚢 トシ テ出現 ス

ル モ次 第 ニ形 状 ヲ變 化 シ,胎 生 中 ニ後 腸 トノ連絡

ヲ絶 チ尿 生殖 管 ヲ受 容 シ,尿 嚢,Phallus, Bursa

Fabrici, Proctodaum等 ノ 發 生 又 ハ 形 成 ニ 關

與 スル モ ノナ リ.而 シ テUrodaumナ ル 名稱 ハ

Gadowニ ヨ リ唱 ヘ ラ レFleischmann及 ビ其 ノ

Schulerモ 同樣 ノ名 稱 ニテ 記載 セ リ.第1階 梯 ニ

於 テハ,後 腸 ニ連續 シ テ右 左 ニ扁 平 ナ ル盲 嚢状 ヲ

ナ シ,腹 頭 端 ニハ 尿嚢 原 基 ヲ造 リ,左 右 背 尾端 ニ

近 ク 原腎 管 ノ接 着 スル部 モ少 シク膨 隆 ヲ示 シ,背

尾端 ハ索 状 トナ リテ神 經 管 ノ尾端 壁 ノ組 織 ニ接 着

ス.第2階 梯 ニ於 テ ハ 尿嚢 原基 ハ益 々膨 隆 シ テ

Urodaumト ノ間 ニ頸 部 ヲ造 リ,原 腎 管 ノUro-

daum壁 ヘ ノ接 着 部 ハ膨 隆 シ テ之 ニ開 口 シ尿 生殖

竇 ノ原基 ヲ作 ル.背 尾端 ハ 尾腸 ニ連 リ内腔 ハ互 ニ

交通 ス.第3階 梯 ニ於 テ ハUrodaumノ 背壁,尿

生殖 竇 原 基 ト尿 嚢 管 ニ連 ル線 ニ 堤 状 ノ 隆起 ヲ生

ジ,後 腸 モ此 腔 ニ向 ツテ 開 口 ス.第4階 梯 ニ至 レ

バUrodaumノ 頭 端 腹 方 ニハ 尿 嚢 管,背 方 ニハ小
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圓 柱状 ノ後 腸 開 口 シ,其 ノ間 ニ鞍 部 ヲ造 リ,腹 側

面 ニハKloakenmembranヲ 造 リ,背 方 尾 端 ニ近

ク尿 生殖 竇 ヲ造 リ,最 尾端 ニハ疣 状 ニ退 化 セ ル 尾

腸 ヲ懸垂 ス.其 ノ長 サ約50μ ナ リ.第5階 梯 ニ於

テハ,Urodaum全 體 トシ テ ハ其 ノ容 積 ヲ減 ジ,

尿 生殖 竇 ハ 背尾 外方 ニ膨 出 シテ益 々大 トナ リ,腹

尾 端 ハ上 皮 ノ増 殖 ニ ヨ リUrodaalmembranヲ 造

 

リ,其 ノ腹 端 ニハProctodaumヲ 形成 セ ン トス

ル 状 態 ニ ア リ.第6階 梯 ニ至 レバ ハUrodaum不

正5邊 形 ノ扁 平嚢 トナ リ,内 腔 ハ 殆 ド1/2以 下 ニ

減 少 シ,腹 側 ニハUrodaalmembranノ 腹 端 ニ

Phanushockerノ 原基 ヲ造 リ,其 ノ尾方 ニ上 皮 ノ

陷 入 ニヨ リProcfodaumヲ 造 リ,Urodaumノ 尾

端 ニハ疣 状 ノBursa Fabriciノ 原 基 ヲ懸垂 ス.

尿 生殖 竇 ハ 益 々膨 大 シ,尿 嚢 管 ノ開 口部 ニ向 ツ テ

尚 ホ堤 状 ニ隆 起 ス.後 腸 ノ開 口部 ハ 次第 ニ狹小 ト

ナ リツ ツア リ,第7階 梯 トナ ラバUrodaumハ 約

3角 形 ノ菲 薄 ナル嚢 状 ヲナ シ,腹 端 ハPhallusho-

cker益 々大 トナ リ,Procto danmモ 漏 斗 状 ヲナ

シ テ,其 ノ基 底 ハ索 状 トナ リ,斜 背 尾方 ニUro-

daalmembranノ 腹 側 ニ沿 ヒテ走 リ,其 ノ尾端 ハ

Burea Fabriciニ 連 ル.Urodaum背 尾 端 ノ尿 生

殖竇 ハ膨 大 トナ リ,尾 方 ニ懸 垂 シ,之 ニM氏 管,

原 腎 管,輸 尿 管 ヲ集 注 セ シ ム,後 腸 ハ殆 ド交 通杜

絶 ノ状 態 ニア リ.尿 嚢 管 モUrodaumノ 頭 端 ニ開

通 ス レ ドモ管 腔 狹小 トナ ル.面 シ テ尿 生殖 竇 ト尿

嚢 管 トハ最 短 距離 ヲ以 テ連絡 セ ラル,第8階 梯 ニ

於 テハUrodaunmハ 略 ボ尖 端 ヲ頭 方 ニ向 ケ タル3

角 形 ヲ呈 シ,其 ノ頂點 ノ腹方 ニハPhallusア リ,

其 ノ尾 端 ニハProctodaumア リテ,其 ノ基 底 ハ3

角 形 ノ腹 端 即 チUrodaalmembranノ 腹 端 ヲ體 軸

ト平 行 ニ尾 方 ニ下 降 シ,周 圍 ニ疣 状 隆 起 ノ多 數 ヲ

附着 セ ル管 状 ノ細 長 キBursa Fabriciニ 連 ル.3

角形 ノ腹 側 中央 ニハ尿 嚢 管 之 ニ開 口シ其 ノ尾 端 ニ

ハ後 腸 ハEpithelpfropfヲ 有 スル モ ノガ之 ニ接 着

ス.尿 生 殖 竇 ハ後 腸 接 着 部 ノ兩 側 ニシ テ腹 外方 ニ

向ヒ,コ コニ 腹方 ヨ リ數 ヘ テ,輸 尿 管,原 腎管,

M氏 管 之 ニ開 口 ス.而 シテUrodaum内 腔 ハ僅 ニ

尿 生殖 竇 ヨ リ尿 嚢 管 ノ開 口部 ニ連 ル.最 短 距離 ニ

ア ル ノ ミ.第9階 梯 ニ於 テ ハ 頂點 ヲ腹 方 ニ向 ケ タ

ル2等 邊3角 形 ノ状 ヲ呈 シ,其 ノ頂 點 ニハPhallus

ア リ,其 ノ尾端 ニProctodaumア リテ3角 形 ノ

尾 方 ノ1側 ヲ斜 背 尾方 ニUrodaalmembranニ 接

シ テ走 リ,Urodaumn尾 端 ノBursa Fabriciニ 連

ル.Urodaumノ 背 側 ハ,頭 端 ニ尿 嚢 管 開 口 ン,

次 デ充 實 性 ノ後腸 接 着 ス.其 ノ背 尾端 ニハ尿 生 殖

竇 ガ一 器 官 ノ如 ク接 着 シ,Urodaum内 腔 ハ 僅 ニ.

尿 生殖 竇 及 ビ コ レニ連 結 セル尿 嚢 管 ノ開 口部 ヨ リ

走 ル 最 短 距離 ノ ミナ リ.第10階 梯 ニ至 レバUro-

daumハ 僅 ニ錐 體 状 ノ塊 トシ テ存 在 シ,尿 生殖 竇

ト尿 嚢 管 トノ交 通 路 及 ビPhallusノUralrinne

及 ビProctodaumヨ リノBursastielト シ テ連 絡

部 トシ テ存 在 スル ニ過 ギ ズ.而 シテ本 階 梯 ニ於 テ

UrodaumトProctodaumト ノ疎 通 ハ認 ノラ レ

ズ.以 上 ノ事 實 ヨ リシ テ南 部 ノ云 ヘ ル 如 クUro-

daum内 腔 ハUrodaalmembranノ 發 達 ニ ヨ リテ

縮 小 セ ラ レ尿嚢 管 ト尿 生殖 管 トノ最 短 距 離 ヲ通 ゼ

シ ム ベ キ通路 ヲ殘 シ タル モ ノ ト云 ヒ得 ベ シ.

第6節 Proctodaumノ 形 成 ニ就 テ

Proctodaumハ 其 ノ初 期 ニ於 テハKloakenho-

ckerノ 尾方 ニ於 テ,外 胚 葉 ノ陷 凹 ニ ヨ リテ横 溝 ヲ

造 リ,第5階 梯 ニ於 テ ハ 此部 分 ニ著 シ キ外胚 葉 陷

凹 ヲ造 リ,其 ノ基底 ハUrodaaimembranト 互 ニ

移 行 シ,背 腹 ニ壓 平 キ ラ レ タル漏 斗状 ノPrecot-

daumヲ 造 ル.第6階 梯 ニ於 テハKloakenhocker

ノ尾方 ニ於 テ漏 斗 状 ノProctodaumヲ 造 リ,其 ノ

基 底 ハUrodaalmembranノ 腹 端 ニ沿 ヒ.斜 背 尾

方 ニ走 リ,其 ノ末 端 ハ疣 状 ノBursa Fabriciニ

連 ル.併 シProetodauntノ 基 底 トBursaト ノ

間 ハ索 状 ニ シテ 内腔 ヲ有 セ ズ.第7階 梯 ニ於 テハ

ProctodaumトBursa Fabriciト ハ管 腔 ニ ヨ リ

テ連 ル.第8階 梯 ニ於 テ モ 同 樣ナ リ.此 状 態 ヲ

GasserハKtoakeneinstulpungト イヘ リ.第9

階 梯第10階 梯 ニ於 テハProctodaumノ 末 端 管 腔
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状 トナ リ,膨 大 セ ルBursa Fabriciニ 連 ル タ メ ニ

此 管 腔 ハ 恰 モ 莖 ノ 如 キ 觀 ヲ呈 ス ル ヲ 以 テBursas-

tielト イ フ.ProctodaumトUrodaumト ハ 管 腔

ハ 有 セ ザ レ ドモ,左 右 ノAnalplattノ 接 觸 面 ニ 於

テ 上 皮 層 ハ 互 ニ 移 行 ス ル モ ノ ナ リ,而 シ テAnal-

platt即 チKloakemembranガGasserノ3胚

葉 説 ニ ヨ リ テ 説 明 ス ベ キ カ,Sedwich Minot,

Wenckebach等 ノ反 對 説 ヲ支 持 ス ベ キ カ,本 研 究

ニ 於 テ 詳 細 鏡 檢 ノ結 果 ハUrodaumepithelガ 外

皮 ニ 移 行 ス ル 所 見 ヲ呈 セ リ.即 チ 南 部 ノColumba

domestica, Meleagris Gallopavo Linne,山 本

ノGallus domestlousニ 於 ケ ル ト同 樣 ノ所 見 ニ

到 達 セ リ.

第7節 Bursa Fabriciニ 就 テ

Bursa Fabriciノ 發 生 ニ 就 テ ハWenckebach,

Forbes, Stieda, Retterer, Dissenhorst, Poma-

ger, Schumacher,大 澤,Boyden,栗 山,南 部,

山本 等 ニ ヨ リテ,各 々 自 己 ノ研 究 成績 ニ就 ギ意 見

ヲ述 ベ ラ レタ リ.然 レ共此 器 官 ノ本 態 ニ就 テハ 尚

ホ釋 然 タ ラザ ル モ ノア リ.大 澤 ハ其 ノ結 果 ニ於 テ

Martin St. Ange説 ヲ支手寺シBursa Fabrioiハ

Pros tata homologト ナセ リ.山 本 ハ最 近Bursa

FabriciハWenckebachノ 主 張 セ ルAnalsack

又 ハMihalcovisノ 主 張 セ ルAnaldruseトho-

mologノ 器 官 ナ ラ ンカ ト述 ベ タ リ.本 研究 ニ於 テ

ハ 第6階 梯 第1例 胎 兒 頂 臀 徑12.8mmニ 於 テ

Urodaumノ 腹 尾端 ニ腺 樣 ノBursa原 基 ヲ認 メタ

リ.ソ レヨ リ第2例,第3例 ト次 第 ニ延 長 シ,第

7階 梯 ニ於 テ ハUrodaalmembranノ 腹 側 ヲPro-

ctodaumノ 基 底 ガ小 圓 管状 ヲナ シ テ斜 背 尾方 ニ走

リ,Urodaalmembranノ 盡 ク ル所 既 ニBursatiel

ニ連 リ,Urodaumノ 背 尾方 即 チProctodaumノ

走 行 ノ延 長線 上 ニ稍 々膨 大 セ ルBursa Fabriciヲ

生 ズ.第8階 梯 ニ於 テハ 小 圓 管 状 ノ管 腔 ヲ以 テ連

レルBursa FahriciハUrodaumノ 腹 尾 端 ヲ垂

直 ニ尾 方 ニ下垂 シ約0.9cmニ 及 ブ.疣 状 ノ小 隆起

ヲ無數 ニ附着 セ ル長 管 状 ノ腺 體 ヲナ ス.第9階 梯

ニ於 テ ハUrodaum背 尾端 ヨ リ斜 背 尾 方 ニ延 長 セ

ル頭 尾 方 向 ニ扁 平 ナル,表 面線 状 溝 ヲ有 スル 器官

ニシ テ莖 ヲ有 シ,Coprodaumノ 彎 曲部 迄延 長 ス.

第10階 梯 ニ於 テハ,頓 ニ 頭方 ニ發 育 シ,Urodaum

ノ尾方 ニアルProctodaumノ 廣 大 ナル 管 腔 ヨ リ

莖 ヲ以 テ連 リ,Urodaumノ 背 方,Coprodaumノ

尾方,兩 側 尿 生殖 管 ノ内側,大 動 脈 ノ腹 方 ニテ背

腹 ニ稍 々扁 平 ナ ル栗ノ 状 ヲ呈 シ,表 面 ニ無 數 ノ縱

溝 ヲ有 シ,内 部 ニハ廣 キ排 泄 管腔 ヲ包藏 ス.以 上

本 研 究 ニ於 ケルBtirsa Fabriciノ 發 生階 梯 ヲ究

明 シ タ レ ドモ,Bursa原 基 ノ前 階 梯 ト シ テ ノ

Vacnolenノ 發 生 ニ就 テ注 意 シ テ檢 索 シ タル モ見

當 ラズ.即 チ南 部 ノColumba domestica, Melo-

posittacus undulatusニ 於 ケハレ結 果 ニ 及 ビ リ.

古 來Bursa Fabriciノ 形 態 學約 見 解 ニ關 シ上記 ノ

如 ク一 定 セ ズ.依 テ茲 ニ諸 家 ノ説 ヲ列 擧 シ タ リ.

Fahriciusab Aquapendente(貯 精 嚢),Geoffroy

St. Hillaire(子 宮),Perranlt, Tiedemann, Mi-

halcovis等(Analdruse), Berthold, Trevirault,

Leuckart, Huschke等(Harnblase), Grant

(Cowper氏 腺),Stieda (Thyreoidea und Toy-

mns)ト 夫 々homrlogナ リ ト イ ヒ,本 邦 ニ 於 テ.大

澤 ハ 上 記 ノ 如 クProstata homalogト ナ セ リ.尚

ホWenckebachハAnalsack, Rettererハ 扁 桃

腺 トhomalogナ リ ト稱 ヘ タ リ.

第5章 結 論

1) 尾腸 ハUrodaumノ 背 側 尾 端 ヨ リ,神 經 管

尾端 ノ組 織 ニ連 リテNeuroentericalstrangヲ 形

成 ス.

2) 尾腸 ハ發 生 初 期 ニ於 ケ ル器 官 ニ シテ,長 徑

7.0mmノ 胎 兒 ニ於 テ初 メテ其 ノ發 生 ヲ見,次 第

ニ退 化 消 失 シ テ頂 臀徑12.41mmノ 胎 兒 ニ於 テ ハ完

全 ニ消失 ス.

3) 尿嚢 ハUrodaumノ 腹 側 頭 端 ヨ リ發 生 シテ

全 長7.5mmノ 胎兒 ニ至 リテ初 メテ尿嚢 管 ヲ形 成

ス.
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4) 原 腎 管 ハ全 長6.5mmハ 胎兒 ニ於 テUro-

daumノ 背方 側 壁 ニ開 口シ,輸尿 管 ハ頂 臀徑21.5mm

ハ胎 兒 ニ於 テハ尿 生 殖 竇 ノ腹 側壁 ニ開 口セ ル モ,

次 第 ニ移 動 シテ 頂臀 徑42.5mmノ 胎兒 ニ 於 テハ,

尿 生殖 竇 ハ背 側尾 方 ニ開 口 スル ニ至 ル.

5) Muller氏 管 ハ 頂臀 徑21.5mmノ 胎 兒 ニ於

テ初 メテ,尿 生 殖竇 ノ背 側壁 ニ於 テ,原 腎管 ノ開

口部 ノ側 壁 ニ接 着 ス.

6) 發 生 初期 ニ於 テUrodaumト 廣 ク交通 セル

後 腸 ハ,發 育進 展 スル ニ從 ヒテ次 第 ニ狹 小 トナ リ

遂 ニ頂 臀徑21.5mmノ 胎兒 ニ至 リ テ 全 クUro-

daumト ノ交 通 ヲ絶 チ テ「ア ンブル 」樣 ニ膨 隆 シテ

Gadowノ 所 謂Coprodaumヲ 形 成 ス.

7) Urodaumニ ハ後 腸 ノ終 末 ニ於 テ扁 平 ナル盲

嚢状 トナ リテ發 生 シ,體 長7.0mmノ 胎兒 ニ於 テ

初 メテ其 ノ發 生 ヲ見 ル.而 シ テ體 長6.0mm原 節

數29ノ 胎 兒 ニ於 テハUrodaumノ 兩 側壁 ニハ 憩

室 ヲ發 生 シ テ尿 生 殖 竇 ノ原基 ヲ形 成 ス.

8) Urodaumハ 發 育進 展 スル ニ從 ヒ テ左 右 兩

壁 ハ次 第 ニ相接 着 シ テUrodaalmembranヲ 形 成

シ テ,頂 臀徑10.5mmノ 胎 兒 ニ於 テハ 尿 生殖 竇 ヨ

リ尿 嚢 管 ニ至 ル 小 管腔 ヲ形 成 シ,其 ノ外壁 ハ堤 状

ニ膨 隆 ス.

9) 長徑6.5mm原 節數29ノ 胎 兒 ニ於 テ初 メテ

Kloakenhocker腹 方 ノ外 皮 ノ一 部 分 ハ陷 凹 シ テ

Urodaum壁 ト隔 合 シ テKloakenmembranヲ 形

成 ス.

10) ProctodaumハKloakenhocker腹 方 ノ

外 皮 ノ陷 没 ニ ヨ リテ形 成 セ ラル ル モノ ニ シ テ,頂

臀 徑10.5mmノ 胎 兒 ニ於 テ初 徴 ヲ認 メ,次 第 ニ

Urodaumノ 腹 側 ニ陷 入 ス.

11) Bursa Fabriciハ 初 メテ頂 臀徑12.8mmノ

胎兒 ニ於 テ,Urodaumノ 腹 側 尾端 ヨ リ發 生 シ,

次 第 ニ背 頭 方 ニ進 ミ,遂 ニ頂 臀徑42.5mmノ 胎 兒

ニ至 リテ ハProctodaumト 交 通 スル ニ至 ル.

12) Phallusハorale Afterlippeノ 基 底 ヨ リ

發 生 スル モ ノ ニシ テ,頂 臀徑10.5mmノ 胎兒 ニ於

テ初 メテ其 ノ原 基 ヲ認 メ,次 第 ニ體 表 ニ膨 隆 シ,

遂 ニ頂 臀徑42.5mmノ 胎 兒 ニ至 リ テハ 其 ノ部 分

ハProctodaumlumen中 ニ陷 入 ス.

稿 ヲ終ルニ臨 ミ,終 始御懇篤ナル御指導 ト

御校閲 ヲ賜リレ敷波教授竝ニ有益ナル御助言

ヲ忝ウシタル金津助教授ニ對シ萬腔ノ謝意 ヲ

表 ス.
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Aus dem Embryologischen Laboratorium des Anatomischen Instituts der Med. Fakultat Okayama.

(Vorstand: Prof. Dr. J. Shikinami).

Studien uber die Entwicklung der Kloake bei Embryonen

von Larus crassirostris.

Von

Yoshiharu Tsuboi.

Eingegangen am 15. Februar 1941.

Der Verf. hat unter Leitung von Prof. Dr. J. Shikioami bei Embryonen von Larus

crassirostris Untersuchungen uber die Entwicklung der Kloake angestellt und erhielt.

folgende Ergebnisse:

1) Der Schwanzdarm schliesst sich am dorso-caudalen Ende des Urodaums mit einem

Gewebe zusammen, das sich im caudalen Ende des Nervenrohrs hefindet, und bildet so den

Neunoenterikalstrang.

2) Der Schwanzdarm ist ein Organ, das nur im Fruhstadium der Entwicklung

existiert. Sein erstes Auftreten kann man erst bei einem Embryo yon 7,0mm Korperlange

beobachten. Bald darauf aber beginnt er zu degenerieren und verschwindet allmahlich.

Bei einem Embryo von 12,4mm Scheitelsteisslange ist er schon vollstandig verschwunden.

3) Die Allantois entsteht aus einem ventro-cranialen Ende des Urodaums und bildet

erst bei einem Embryo von 7,5mm Kerprrlange den Allantoisgang.

4) Der Urnierengang mundet bei einem Embryo von 6,5mm Korperlange an den

beiden dorso-lateralen Seiten in den Urodaum ein. Der Ureter hat seine Mundunggstelle

bei einem Embryo von 21.5mm Scheitelsteisslange an der ventralen Wand des Sinus

urogenitalis, verschiebt sich indes nach und nach und mundet bei einem Embryo von 42,5

mm Scheitelsteisslange in einen dorso-caudalen Abschnitt des Sinus urogenitalis hinein.

5) Der Mullersche Gang verbindet sich bei einem Embryo von 21,5mm Scheitelsteiss-

lange zum erstenmal mit dem Sinus urogenitalis an der dorsalen Seitenwand, die sich in

dorsaler Richtung von der Mundungsstelle des Urnierenganges befindet.
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6) Der Enddarm, der im Fruhstadium der Entwicklung mit dem Urodaum in grossem

Umfang verbunden war, verkleinert sich im Verlauf der Entwicklung allmahlich. Bei

einem Embryo von 21,5mm Korperlauge kommt die Verkleinerung schliesslich so weit,

dass er vom Verkehr mit dem Urodaum vollstandig abgesperrt wird. Er schwillt dann

allmahlich an und bildet somit den sog. Gadowschen Coprodaum.

7) Der Urodaum entsteht erst bei einem Embryo von 7,0mm Korperlauge in einer

platten und blindsackartigen Form aus einer Endpartie des Enddarmes. Bei einem

Embryo von 6.0mm Korperlange mit 29 Ursegmemten tritt an den bilateralen Seitenwanden

des ein Divertikel hervor, das eine Anlage des Sinus urogenitalis bildet.

8) Der Urodaum bildet im Verlaufe der Entwicklung die Urodaalmembran, indem

sich seine beiden Seiten wande allmahlich zusammenschliessen. Bei einem Embryo von 

10,5mm Scheitelsteisslange entwickelt sich ein Rohrchen, das mit dem Allantoisgang 

zusammen den Sinus urogeninalis bildet. Die Aussen wand dieses Rohrchens ist wallartig 

ausgewolbt. 

9) Erst bei einem Embryo bon 6,5mm Korperlange mit 29 Ursegmenten senkt sich 

ein Teil des Ektodermes des Kloakenhockers, verschmilzt mit der Urodaumswand und 

bildet damit die Kloakenmembran. 

10) Der Proctodaum wird infolge von Einziehung des Ektodermes des Kloaken-
hockers gebildet. Er sit zum erstenmal bei einem Embryo von 10,5mm Scheitelsteisslange

anzutreffen. Er senkt sich dann allmahlich in die ventrale Seite des Urodaums hinein. 

11) Die Bursa Fabricii tritt erst bei einem Embryo von 12,3mm Scheitelsteisslange 

aus dem Urodaum hervor, und zwar aus der ventralen Seite des caudalen Endes des letz-
teren. Sie verlangert sich sodann dorso-cranialwarts und verbindet sich schliesslich mit 

dem Proctodaum bei einem Embryo von 42,5mm Scheitelsteisslange. 

12) Der Phallus entsteht aus der Basis der oralen Afterlippe. Seine Anlage kommt 

erst bei einem Embryo von 10,5mm Scheitelsteisslange zum Vorschein. Er schwillt an 

and erhebt sich allmahlich bis zur Oberflache des Korpers, aber bei einem Embryo von 

42,5mm Scheitelsteisslange, zieht sich sein grosster Teil ins Proctodaumslumen hinein.

(Autoreferat)
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